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１　苦い初恋の人
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６　十年越しの結末









１　苦い初恋の人








　一瞬止まった時が、次の瞬間には逆行していく。

　紗さ英えは、現れたスーツ姿の秀麗な男性を前に、息をすることさえ忘れ大きな瞳を見開いていた。

　濃紺のスーツに重なるようにして、十年も前の学生服姿の、今より短い髪をした彼が姿を見せる。これは、自分の心の中の思い出が見せる幻影だ。

　途端に胸が痛み出し、気づけば着ていたシャツの胸元をぎゅっと掴んでいた。

「今こん野のさん？　どうしたの？」

　横にいた女性──紗英の上司、入いり江え社長から名前を呼ばれ、はっと我に返る。

「失礼いたしました。……はじめまして、宮みや川かわ先生。秘書の今野紗英と申します」

　動揺を抑えるための時間稼ぎで、意識して深々とお辞儀をしながら挨拶をした。

　本当は「はじめまして」は正しくない。つい初対面を装ってしまったのは、過去をなかったことにしたい紗英の願望からくるものだった。

　下げた頭をゆっくり戻したとき、その人は整った顔をわずかに歪め、気難しそうな表情でじっとこちらを見つめていた。

「こちらこそ、はじめまして。星ほし合あい法律事務所の弁護士、宮川律りつです」

　知っている声音より、わずかに低くなっている。

　それは年月の経過によるものなのだろうか？　それとも紗英のことを覚えていたから、自然とそうなってしまったのだろうか？

　その鋭い視線から自分の存在を咎められている気がして、彼の機嫌を損ねてしまったかもしれないと不安になる。

　紗英は今、秘書として働いている家具メーカー「入江産業」で、新しく顧問となった弁護士との顔合わせの席にいた。

「宮川先生は若いけれど、企業の顧問弁護士としてすでに多くの経験を積んでいらっしゃると聞いています。頼りにしていますよ」

　入江社長は、そう言って宮川を歓迎した。

　前任の顧問弁護士が現役を退くことになり、後任者として紹介されたのが彼、宮川律だ。

　年齢は二十八歳。百八十センチを超える長身で、その身体には質のよいスーツを纏わせている。

　もし初対面だったら、エキゾチックな印象を持つ意志の強そうなその黒い瞳に、一目で魅入られてしまっていただろう。

　でも、そうはならなかった。紗英は彼のことを知っていたからだ。

　地元が同じで、同級生の兄で……そしてなにより彼とは学生のときアルバイト先も同じだった。ほんのわずかな期間であったが、二人は親しく言葉を交わす仲だった。

　その関係があっさり壊れてしまったときの傷は、今でも紗英を臆病にさせる原因となっている。でも彼は、そんな紗英の気持ちなど知る由もないだろう。

（覚えてる？　覚えてない？　どっちなの……？）

　はじめましてなんて言わなければよかった。彼もはじめましてと返してきたから、どちらとも確信が持てなくなってしまう。

　でも気にする必要はないのかもしれない。

　彼にとっての紗英は、十年前の短い期間でただ通り過ぎていっただけの、その他大勢のうちの一人にすぎないのだから。

「さあさあ、宮川先生どうぞこちらへ。今野さん、コーヒーをお願いね」

　入江社長が宮川に椅子を勧めたところで、紗英はひとまず気まずい空間から解放されることになった。

「かしこまりました。……宮川先生、紅茶と日本茶のご用意もあります。いかがいたしましょうか？」

「……ああ、では紅茶をお願いします」

　返事を聞いたあと、紗英はお辞儀をして応接室から素早く出ていった。

　そう……宮川が覚えていようがいまいが、関係ない。

　知り合いだったことを利用し、立場をわきまえず親しげに話しかけることなどしなければ、今後も彼との接点はごく小さいものになるはずだ。

　今日もこのあとは、入江社長のためのコーヒーと、宮川のための紅茶をいれて応接室へ持っていけばそれで自分の役目は終わり。

　ビジネスに徹することができるのなら、十年も前の過去なんて気にする必要はなかった。

　気を取り直したところで、紗英は給湯室に向かう。

　社長に所望されたコーヒーではなく、宮川に日本茶や紅茶があることを案内したのは、彼が昔コーヒーを苦手としていたからなのだが、今でも変わっていないのだろうか？

　十六歳になる前の春にアルバイト先で知り合って、高校も同じで……。

　でも高校では「宮川先輩」はとても遠い存在で、どこかですれ違っても会釈くらいしかできなかった。そんな彼が購買の自動販売機の前で紗英に話しかけてきたのは、五月の終わりだったはず。

　間違えてカフェオレを買ってしまったからと、紗英にくれたのだ。そのときに、宮川がコーヒーを苦手としていることを知った。

　ただの後輩では知り得ない情報。なんとなく彼との距離が縮まった気がした瞬間だった。

（……いけない）

　紅茶の茶葉を蒸らしている間、ついまた宮川のことを考えてしまっていた。

　紗英はもう意識しないと心に誓い、一杯のコーヒーと一杯の紅茶が入ったカップを、トレーに乗せて応接室に運んだ。

　そこでは社長と宮川が和やかに談笑していて、紗英は機械のように運んできたカップを置いて退室するだけでよかった。

　今日は具体的な仕事の依頼ではなく、ただの顔合わせだ。きっと長くはかからないだろう。




　自分のデスクがある秘書室で、業務をこなしながら待っていると、一時間しないうちに内線がかかってきた。社長から、宮川のためにタクシーを手配するようにという指示だ。

　受話器の向こう側では、「電車を使用するので」という宮川の声と、それをやんわりと拒否する入江社長のやりとりも聞こえてくる。

　このオフィスも宮川が所属する法律事務所も、最寄り駅からは徒歩数分。ふたつの場所は、地下鉄で一度の乗り換えが必要なものの、道路が渋滞している可能性を考慮すると、電車を使用するほうが合理的かもしれない。

　でも客人に対して失礼があってはならないと考える入江社長の気配りも、理解できる。そして紗英は、自分の上司の指示に従うのみだ。

　さっそくいつも利用しているタクシー会社に連絡を入れ、配車の手配をする。

　そうして頃合いを見計らって、紗英はもう一度応接室に向かった。

「失礼いたします。宮川先生、まもなく車が到着予定です。地下エントランスまでご案内いたします」

　社屋の出入り口は複数あるが、行きに宮川が使用したのはおそらくメインエントランスだ。タクシーが停車するのは駐車場設備がある地下エントランスなので、そこまで宮川を案内する必要があった。

　地下までは、特定のエレベーターを使用しなければならず、少しわかりにくいのだ。

　宮川は声をかけた紗英を一瞥し、頷いたあと座っていたソファからすっと立ち上がった。

「では、私も……」

　社長ものんびりとした動作でそれに続くが、すぐに宮川が制してきた。

「いえ、お気遣いは不要です。ここでご挨拶させていただきます」

「そうですか。でしたらそうさせてもらいますわ。今野さん、先生をしっかりお見送りしてね」

　気のいい入江社長が、なぜか紗英に向けてウィンクをしてくる。

　宮川と入江社長が別れの挨拶を済ませるのを待ち、紗英は宮川と応接室を出る。

（気まずい……）

　時間がスローモーションで動いている。地下までの距離が、いつもより長く感じる。

　まず、エレベーターがなかなかこない。その間二人は目も合わせず、世間話をすることもなかった。

　ようやく地下へと繋がるエレベーターの扉が開き、そこに乗り込む。ほかに人はいなく、完全に二人きりになっていた。宮川はそれを待っていたかのように扉が閉まった瞬間、紗英に話しかけてきた。

「久しぶり。今野紗英さん」

　どきっと、紗英の心臓が音を立てる。

「お久しぶりです……宮川先輩」

「なんだ、覚えていたんだ？」

　責めるように横目で見られ、紗英は肩をすぼめる。やはり、最初の挨拶は失敗だったようだ。

「申し訳ありません。先輩は私のことなど覚えていないかと……」

「俺は忘れないよ。忘れるはずないだろう？」

　宮川は弁護士になれるくらい優秀な人だ。紗英が彼を知っていた高校時代も、秀才として後輩にまで知られていたほどだった。

　そして紗英は、ほんの数ヵ月間アルバイト先が一緒だったこともあり、彼がものすごく記憶力のよい人だということも確かに知っていた。

「…………」

　羞恥で、思わずうつむく。

　紗英が消し去ってしまいたい過去を、宮川がしっかり記憶しているのだとしたら、最後に彼自身が放った言葉はどうなのだろう。

　彼はあの夏の日、「最低だな」、「二度と話しかけないで」と冷めた口調で言い、紗英を突き放したのだ。

　それなら宮川は今、十年前自分で発した言葉を覆したことになる。

　宮川がなにを思って紗英に話しかけてきたのか……その意図がまったくわからない。

　ため息さえ伝わってしまいそうなエレベーターの中では、息をするのも苦しい。

　彼が今も、紗英のしたことを許せず嫌っているのだとしても、せめて知らない者同士のふりをしてほしかった。

　紗英が沈黙を続けていると、ようやくエレベーターが地下に到着する。

　案内役である紗英は、すかさず「開」のボタンを押して、宮川に先を譲った。

　あと少し。タクシーの停車場はすぐそこのガラス扉の向こう側になる。

　なのに宮川は、エレベーターを降りるとその歩みを止めてしまった。

「十年か……俺の弟、敦あつしはこの前結婚したんだ」

　宮川は、自身の弟である宮川敦の話題を持ち出してきた。

　敦は紗英の同級生でもある。エレベーターの中での気まずい空気を流すため、共有できる世間話を振ってくれたのだろうか？

　これからビジネスで顔を合わせるかもしれない紗英との過去を、水に流そうとしてくれているのかもしれない。沈んでいた気持ちが、少しだけ浮上する。

「はい。存じております。確か北海道での挙式だったとか？」

「……そこまで知ってるのか」

「今度友人たちで集まって、お祝いのパーティーを開催するので、近況は聞いていました」

「それ、君も参加するの？」

「……？　友人たちと一緒に参加するつもりです」

　結婚祝いのパーティーは、新郎本人の希望を叶える形で、同じ高校の男友達数名が幹事を引き受けている。

　そのうちの一人が、紗英の高校時代からの親友と交際関係にあるので、紗英は彼女を通してパーティーについて意見を聞かれることもあった。

　当日も、会場の飾りつけくらいは手伝うつもりだ。

　どうしてそんなことを聞くのか。紗英が小さく首を傾げたとき、視界の片隅に赤い光が届く。

　ちょうどガラス扉の向こう側に、一台のタクシーが停車し、ブレーキランプが点灯したのだ。

「宮川先生。タクシーが到着したようです。どうぞこちらへ」

　先輩と後輩の時間は終わりだ。ビジネスな呼び方に改めて、紗英は先に進もうとした。

「待ってくれ」

　宮川は立ち止まったまま、その場で自分の手帳らしきものを取り出し、ペンでなにかを書きつけはじめる。

　ペリッと剥がして紗英に手渡してきたのは、一枚の小さなメモ紙だった。十一桁の数字はきっと携帯電話の番号だ。

　紗英は驚いて、目を見開きながら宮川を見返す。

「この番号、俺の私用のものだから。今日、夜八時以降にかけてくれ。……必ず」

　紗英は受け取っていいのかわからず、伸ばしかけた手を引っ込めようとした。しかし宮川は強引に手渡してくる。

「いい？　必ずだ」

「……わ、わかりました」

　どうしてだろう。彼の言葉には逆らえる気がしない。

　なんの用とも言われていないのに、十年前に木っ端微塵に砕け散ったはずの淡い思いが、蘇ってきてしまいそうになっている。

　過ちは二度、繰り返してはいけないのに。

　急に視線を合わせることに気恥ずかしさを感じ、紗英は宮川から目を逸らした。きっと顔が赤くなってしまっている。最悪だ。

　一方の宮川は、紗英と約束を交わせたことで満足したようで、手帳をしまうと今度こそ扉に向かって歩き出した。

「じゃあ、また」

　見送りはここまででいいと手で制され、宮川はその長い足で歩き出す。

　紗英は電話番号を渡されたことに動揺し、案内役であるはずなのに、それをまっとうし客人を見送ることができなかった。

　──どういうつもりなの？　すごくずるい！

　タクシーがガラス扉越しに完全に見えなくなっても、紗英の感情は宮川に占拠されたままだった。

　まだ勤務時間中だから、どこかでサボるわけにもいかないが、火照った顔がなかなかもとに戻らない。

「どうして電話番号なんて……」

　上階へ戻るためのエレベーターの中、まだ手元にあるメモ紙をもう一度確認してみる。

　宮川は「私用のもの」だと言った。

　彼は紗英とビジネスではなく、個人で繋がりを持ちたいと本気で考えているのか。それともなにか、別のよくない理由があるのではないか。

　舞い上がりそうになる自分に、危険信号を必死に送り続ける。

　また勘違いしないように、と。

　最近ようやく、感情があまり顔に出ないと言われるようになったのに……冷静な自分でいられないことに、紗英は焦りすら感じてしまう。

　それでもどうにか気持ちを押さえ込み、まずは役員室に向かった。

「宮川先生とはどうだった？」

「社長……」

　最後に宮川にきちんと挨拶できなかったことは省き、見送りが完了したことを入江社長に報告すると、彼女は訳知り顔で微笑みかけてくる。

　どうやら紗英だけに見送りを任せたのは、意図的なものだったらしい。

「今野さんのクールビューティーの仮面が剥がれていたし、宮川先生もあなたのことをさりげなく尋ねてきたのよ」

「あの、勘違いさせてしまったと思いますが、実は宮川先生は高校の先輩で……ほんの少しだけ面識があっただけなんです。先生の弟さんが私の同級生で……」

　これからも、仕事関係で宮川と顔を合わせる機会は必ずある。宮川が紗英との過去を覚えている以上、無理に隠す必要はないと判断して打ち明けた。

　ただ、相手が紗英にとっていろいろな意味で「特別」な存在であったことは伏せ、なんでもないただの知人であることを強調してしまった。

　入江社長はちょうど紗英の母くらいの年齢で、入社時から紗英が抱えていた問題について親身になって助言してくれた恩人でもある。

　もし過去の話までしてしまったら、きっと人のいい彼女は心配するだろう。それは紗英の望むところではなかった。

「恋に落ちた瞬間かと思ったのに……」

「それは違います。絶対に……違います」

　入江社長は自分の直感が不正解であったことに、がっかりしていた。





　　　§






　せめて残業が必要だったらよかったのに。急ぎの仕事がなかった紗英は、この日定時で退社することになった。

　料理をする気にもなれず、自宅の最寄り駅を下車してすぐのデリで弁当を買って、そのまま帰宅する。

　それからそわそわとして、ずっと落ち着かない。宮川に指定されている「夜八時以降」を意識して、時計ばかり眺めてしまう。

　いつもの在宅時間なら、アルコール度数の低い缶チューハイを一本だけ飲んで、テレビや動画を楽しむのに、今日はまったくそんな気になれず、八時何分になったら電話をかけようかと悩みに悩んでいた。

　八時ぴったりにかけたら、はりきりすぎていておかしいだろうか。だがわざと遅く、三十分……一時間後なら、宮川が電話を待っていてくれたら申し訳ない。

　紗英は結局スマホをずっと握りしめたまま過ごし、八時三分にメモ紙に書かれた番号に電話をかけた。

　コール三回、すぐに『もしもし』と宮川の声が聞こえてくる。

「こんばんは、今野です」

『こんばんは。電話ありがとう』

「……あの、どうして電話を？」

　紗英はとにかくそれを確認したかった。余計な期待をしてしまいそうだから、早くその気持ちを否定してほしかった。

　宮川が紗英と私的な話があるのだとしたら、「過去の謝罪」を求められる可能性もある。

　でもスピーカーから聞こえてくる宮川の声は、昼間会ったときより優しく感じるほどで、紗英の過去を断罪してくる気配はない。

『これから、必要になると思ったから。とりあえず、今日は登録してくれたらそれでいい。あとはそうだな、番号から、トークアプリのほうもよろしく』

「先輩……あの、どうしてなのか理由を教えてください」

　宮川は裁判官ではないけれど、紗英は裁判の判決を待つような気分なのだ。

『今度、食事に誘いたいんだ。それじゃ理由にならない？』

　そんなことってあるのだろうか。もし素敵な男性が紗英にそんなことを言ってきたら、詐欺ではないかと警戒しただろう。でも宮川は弁護士で、紗英自身が彼の正しさを信じてしまっている。

　夢でも見ているのだろうか。いつの間にか紗英は自分の願望が都合よく見せてくれる、妄想の世界に迷い込んでいたのかもしれない。

『……黙っているのは、嫌だから？』

「嫌ではないです。……嬉しいです、嬉しすぎてどうしよう」

『食事くらいで大げさだな』

「大げさじゃないです」

　声が震えそうになっているのを、宮川に悟られたくなくて、必死だった。

『じゃあ日程を調整して、また連絡する。今日はおやすみ』

「……はい、おやすみなさい」

　通話が終わった瞬間には、安堵から思わず涙を零してしまった。

　宮川の声が、ずっと頭の中で響いている。

　この十年間自分の心を締めつけていたものから、開放されたのだ。それがどれだけ紗英にとって重要なことだったのか、宮川にはわかるはずもなかった。




　宮川から正式に食事の誘いを受けたのは、それから三日後のことだった。

　今回は通話ではなく、登録しておいたトークアプリのほうに連絡があった。

　送られてきたメッセージを、順に確認していく。

『再来週の土曜日、夜六時から。この店の予約が取れたから、一緒に行ってくれないか？』

　場所と日時、そして店の公式サイトの案内も添付されている。

　そこは紗英でも名前だけは知っている、フレンチの名店だった。

　もっとラフな食事だと思い込んでいたので、まず宮川の店選びに驚きを隠せない。

　それだけでも素直に、ＯＫと返事ができなかったのだが、問題はもうひとつあった。

　指定されていたのは二週間後の土曜日。それは宮川の弟、敦の結婚パーティーと同日でもあったのだ。

　パーティーも、宮川がレストランに予約をいれた時刻と同じで、当然、両方参加することはできない。

（一緒に住んでないだろうし、知らないのかな？）

　結婚パーティーは友人が企画しているもので、結婚式は別の日に終えている新郎新婦だから、家族や親族は参加しない。

　そういえば、二人はあまり仲がよくないような印象もあった。

　宮川はすでに予約を入れてしまったようで、キャンセルは店の迷惑になるだろう。

　もし紗英が「その日は予定があるから」と断りを入れてしまったら、宮川は別の女性を誘うのだろうか。

　想像すると、気分が落ち込む。

　自分の本音と向き合うと、「行きたい」という思いが強くなる。

　紗英は迷った末、宮川に返事をする前に、友人に連絡を入れた。

　今回の結婚パーティーに関わっている彼氏がいる、高校からの友人、柿かき沢ざわ優ゆう梨りだ。

　相手が宮川であることは言えなかったが、「気になっている人から、その日にデートの誘いを受けた」という報告をする。

　すると返事の早い優梨は、まずびっくりしているキャラクターのスタンプを送りつけてくる。それから『嘘！　紗英が？　気になってる人？　おめでとう！　信じられない！』と興奮した様子のメッセージが届く。

　彼女は、なにより紗英が「気になっている人」ができたことに驚いたようだ。

　彼氏いない歴＝年齢だということをよく知っているから、当然と言えば当然の反応だった。

『ここはデート優先でしょう！　もともと参加自由の会費制だからこっちは気にしなくていいよ。あとでデートの成果をちゃんと報告すること』

　優梨に背中を押され、紗英は宮川に了承の返事を送ることにした。







２　失恋までの四ヵ月








　話は十年前に遡る──

　高校生になったらアルバイトをする。十五歳の紗英は、はりきっていた。

　四歳年上の仲のよい従姉がアルバイトをしている姿を見てから、職種も決めていた。

　仕事をしてお金をもらうことは中学生にはできないことなので、アルバイトは大人に近づいている証明のような気がして、憧れだった。

　中学を卒業しいつもより長い春休みを過ごした紗英は、四月──まだ入学式を済ませないうちに、制服がかわいいと評判のファミリーレストランでアルバイトをはじめることができた。

　宮川律と出会ったのは、その記念すべき初日のことだ。

「宮川くん、こちら新人の今野さん。今日のトレーニングを任せるからよろしく」

　事務所でひととおりの業務に関する説明を聞いたあと、いよいよ実際の仕事がはじまるというタイミングで、店長が紹介してくれたのが宮川だった。

　ウェィターの黒いベストが大人っぽくとても素敵で、しかもアルバイトのリーダー格のようだったので、紗英は初対面で大学生くらいの年齢だと思っていた。

「今野です。よろしくお願いします！」

　挨拶と返事だけはしっかりしてきなさい、家を出る前にそう母に言い聞かされてきたので、紗英はうわずりそうになる声をどうにか押さえ、しっかりお辞儀をする。

「高校一年生？」

「はい」

「今野……なにさん？」

「紗英……です」

「紗英ちゃんね、よろしく」

　男性から下の名前を呼ばれたことは、はじめてではない。なのに、とても新鮮で特別な響きに聞こえた。

　ただ宮川が紗英の名前を呼んだのは、その一度きりとなった。

　アルバイト中は必然と苗字で呼ばれるので、休憩や上がりの時間が一緒になっても、「今野さん」呼びが定着していくことになる。

「今日の今野さんの仕事は、お客様に水を出すことと、食器を片づけることだよ。もし、お客様に声をかけられて習っていない要望を受けたら、慌てず『少々お待ちください』って言って誰かを呼んで」

　宮川は、ヒヤタン、バッシングなどの業務用語を説明しながら、実地を交えて紗英に優しく丁寧に仕事を教えてくれた。

　彼のおかげか大きな失敗はせず、四時間の勤務時間はあっというまに終わり、宮川とは帰りの時間も一緒になった。

　着替えをしてタイムカードを切ったあと、なんとなく同時にアルバイト先を出た。

「今野さんは駅？」

「はい、ひとつ隣の駅が家の最寄りなので」

「俺はチャリ。駅前の線路を渡った向こう側にある」

　従業員出入り口の近くに止めてあった黒い自転車が、どうやら宮川のもののようだ。彼は鍵を取り出してロックを外すと、自転車には乗らずに歩き出す。

　送ってくれると、はっきり口にしたわけではない。ただ電車には乗らなくとも方向は同じだから、紗英を置いていくのは気が引けたのかもしれない。

　紗英が宮川のあとに続いて歩き出すと、宮川が歩調を緩める。結局二人は、並んで駅の方角に歩いていくことになった。

　ファミレスは、駅から商店街の通りを進んでいき、幹線道路に突き当たった場所にある。店と駅の間は徒歩で十分もかからない。

　その道のりで、仕事中はほとんどできなかった自己紹介をしていった。そこで入学予定の高校の名前を告げると、宮川は驚いた顔になる。

「俺、同じ高校だ。そっか……学校でも後輩だ」

「本当ですか！　……というか、先輩は高校生だったんですね。大学生なのかと思っていました」

「ウェイターの制服だと二十歳くらいに間違えられるけど、学生服を着たら普通の高校三年生だよ」

　宮川はそう言うが、私服姿の今も大人っぽい。下はジーンズ、上はＴシャツにオーバーサイズのシャツを合わせているなんでもない服装なのに、彼が着るとメンズ雑誌のモデルみたいで、ちっとも普通の高校生ではなかった。少なくとも、紗英が知っている同級生の男子とは全然違った。

　でも宮川が高校生でしかも同じ高校だったこと……自分たちに共通点があったことは素直に嬉しかった。

　学校でも宮川に会えるかもしれないなんて、なんだか運命を感じてしまった。

　あとになって思えば、恋に恋をするような年頃だったとも言えるが、紗英はこの日からずっと、宮川のことを考えると落ち着かなくて、ふわふわとしたとても幸せな気持ちになっていた。

　宮川に紗英と同じ年の弟がいて、弟も同じ高校に入学予定だという情報を教えてもらったのもこの日のことだった。




　入学式の日。紗英はさっそく宮川の弟、敦に出会うことになる。偶然にも同じクラスだったのだ。

　式がはじまる前の教室での待機時間に、一番目立っていたのが敦だった。

　教室に入ってからわずか十分で友人を作ったらしく、「宮川」と呼ばれていたことで紗英は気づいた。

　兄弟の容姿はよく似ているが、落ち着いた印象のある宮川と比べ、敦はよく言えば明るく、悪く言えば騒がしい人物のようだった。

　廊下側の席に座っていた紗英は、窓際の席にいた敦にわざわざ話しかけにいくことはなかった。紗英は宮川から彼の話を聞いていたが、敦が同じように紗英を認識しているとは限らないから。

　いきなり知り合いのように声をかけることなんて、とてもできなかった。

　それでもつい視線が敦のほうに向かってしまって、それに気づいた前の席の女の子が、紗英に話しかけてきた。

「かっこいいね、あの男子。知り合い？」

「……そ、そうだね、かっこいいね。知り合いじゃないの。でも知り合いの知り合いかもしれない……？」

　曖昧なことを言った紗英を見て、その子は「なんだそれ」と笑ってくれる。

　紗英は同じ中学出身の子がクラスに誰もいなかったから、この機械を逃さなかった。

　宮川の弟と仲良くなるより、クラスの女の子と仲良くなるほうがよほど重要だ。

「あの、それより……ええっと、柿沢さんはどこの中学なの？　私は今野紗英。四中からきたの」

　どもりぎみになりながらも、必死に会話を続ける。

「私は二中だよ。柿沢優梨。……優梨って呼んでね」

　友達になってほしいと願う、そんな紗英の必死さが伝わったのか、彼女はにっこりと微笑んでくれた。

　優梨とは、それからすぐに打ち解けることができて、紗英の高校生活は順調にはじまった。

　学校では、たびたび宮川を見かけた。

　彼はそこにいるだけで目立つ存在で、「宮川律」の名前は下級生の間でもたちまち認識されていく。

　アルバイト先での仕事ぶりを見て予想はしていたが、宮川は成績もよいらしい。

　運動部に所属はしていないが足も速く、春先に校庭で行われていた体力測定の様子を、熱い視線でチェックしている女子は、紗英以外にもたくさんいた。

　クラスでは敦も人気者になっていて、宮川兄と宮川弟、どちらがタイプかという話題は、女子の間で盛んに交わされていた。




　紗英が宮川兄弟の弟、敦とまともに会話をしたのは、五月に入ってからだ。

　帰り際の廊下で、宮川とすれ違って軽く手を振った紗英の姿を見たのか、下駄箱で敦から声をかけてきた。

「今野さんってさ、兄貴の知り合い？　さっき購買で話してたでしょう？」

「うん、バイト先が一緒なの。いつもお兄さんにはお世話になってます」

「へー、あのファミレスか。俺、弟の敦。これもなにかの縁だから、連絡先交換しよ？」

「う、うん」

「兄貴とは？　トークアプリで繋がってるの？」

　紗英はすぐに首を横に振る。

　あれから宮川とは、退勤時間が同じなら駅まで一緒に歩くことが習慣のようになっている。でも、連絡先を交換しようという話には一度もなっていない。

　紗英は知りたくてうずうずしていたのだが、断られたら気まずいのでためらっていた。

　シフトを変わってもらうこともあるので、アルバイト同士で連絡先を交換している人たちは多いが、やっとオーダーを取れるようになったばかりの紗英と、リーダーの宮川とは役割が違いすぎて理由にするのは難しかった。

「兄貴は女子を警戒するからな……」

「そうなの？」

「告白されて、断ってもつきまとわれたり、嫌がらせされたり……家に押しかけてきたのもあった。軽く流してみんな友達！　……ってやってればいいのに、兄貴は真面目だから」

　なるほど、と紗英は思う。

　宮川は誰にでも優しいから、好意を勘違いしてしまうのも頷ける。……もしかしたら、今の紗英がすでにそうなのかもしれない。

「兄貴の連絡先、知りたい？　教えてやろうか？」

　敦はいたずらを思いついたように、わくわくとした顔で言う。

「い、いいよ。いつか自分で聞くから。勝手に聞いたら絶対嫌われる」

「いつかね」

「うん、いつか」

　できやしないだろうと小さく笑われ、紗英はしゅんとしてしまった。

　確かに、今の話を聞いてしまったらなおさら聞けない。

「まあ、がんばれ。いいこと教えてやる。兄貴、今は確実に彼女いない」

「うん。宮川くん優しいね」

「優しくない。あと、俺のことは敦って呼べ」

　敦は強引なところがあるが、どこか憎めない愛嬌があり、消極的な紗英の数少ない男友達になってくれた。

　優梨やほかのクラスメイトと一緒に、グループで放課後ファストフードに行ったり、カラオケに行ったりする仲間になった。




　六月に入ると、嬉しい出来事が起きた。

　宮川と連絡先を交換することができたのだ。紗英はいつまでたっても聞くことができなかったが、アルバイト帰りに彼のほうから「交換しよう」と言ってくれたのだ。

「本当に？　いいんですか？」

「いいもなにも、今、俺からお願いしてるんだよ」

「嬉しい……。あ、でも先輩は受験だから、絶対に邪魔はしないようにします！」

「これからバイトもあまり入れなくなるから、こうして駅まで一緒に歩ける回数も減るだろう。夏休み、一日くらいは息抜きしたいな。今野さん……付き合ってくれる？」

　さりげなく驚くことを言われた瞬間は、きっとおかしな顔をしていたはずだ。

　紗英はうまく言葉が出なかったが、代わりに何度も頷いた。

　息抜きに付き合う。友達でも当たり前にすることだ。でもなんだか特別扱いしてもらえた気がして、舞い上がっていた。

　その日は今年はじめての真夏日を記録していて、日が暮れてもまだ気温が高かった。

　紗英は顔が真っ赤になってしまったのを気候のせいにして、なるべく平静を装った。

　夏休みになったら、二人でどこかに出かけられるかもしれない。帰り道の十分だけではなく、もっと長い時間、宮川と過ごせるかもしれない。

　想像し期待を膨らませた紗英には、家路を急ぐ人たちが行き交う夜の商店街すら、輝かしい場所に思えた。

　六月中の二人は、夜に一回、「おやすみなさい」とメッセージを送り合う関係だった。

　本当はもっとたくさんのメッセージをやりとりしたかったが、宮川が難関大学を受験することを知っていた紗英は、彼の負担にならないように我慢した。

　でもたった一往復のやりとりでも、とても幸せだった。




　七月一日。

　前日までは「おやすみなさい」のやりとりを一日もかかさず続けていたのに、急にそれが途絶えてしまった。

　紗英が送っても、宮川からの返事がこなくなったのだ。

　二日目までは、具合でも悪いのかと不安になった。そして三日目の夜。紗英が送っていいものか悩んでいるうちに宮川からメッセージが送られてくる。

『最近忙しくて、返事できなくてごめん。しばらくは難しいかも。本当にごめん』

（忙しかっただけなら、よかった……）

　もしかして、嫌われるようなことをしてしまったのかと、不安になっていたから。でもメッセージのやりとりが途絶えてしまった前後の日付は、宮川と直接顔を合わせていなかった。

　だから、紗英は「忙しくて」という理由を素直に信じた。




　宮川がアルバイトを辞めてしまうと知ったのは、それからすぐのことだ。

　店長から「誰か友達でバイトしたい人いないかな？」と問われたことがきっかけだった。

「宮川くん、受験控えているから辞めちゃうしね。……紹介のほうが長続きするから、もしやる気があるお友達がいたらぜひ！」

「宮川先輩、退職なんですか？　長期休みではなく？」

「そうそう、中途半端な状態は気になるって。受験が終わって気が変わったらいつでも戻ってきてと伝えてはあるけど」

「そうだったんですね。友達、誰かいないか聞いてみます……」

　宮川は、ほとんどアルバイトに入れなくなると言っていた。夏休み以降はシフトに入らないということも本人の口から直接聞いた。でも退職とまでは聞いていなかった。

　それから退職までの間に、宮川がアルバイトにきたのは、一度だけだった。

　宮川の勤務最終日は、夏休み目前の土曜日で、二人とも昼の勤務時間だったが、時間が一時間だけずれてしまった。

　店が混雑していたせいもあり、本人から「今日で、バイト最後なんだ」と聞かされたのは、紗英が仕事を上がる直前に「お先に失礼します」と挨拶をしに行ったタイミングだった。

　変わらずメッセージのやりとりも途絶えてしまっているので、なんだかこのままでは宮川との縁が切れてしまいそうだ。

（それに……夏休みの約束は？）

　一日だけ、宮川の息抜きに付き合う。紗英はその約束を本当に楽しみにしていたのだ。

　このままで終われないと思った紗英は、帰宅したふりをしたが、宮川がいつも自転車を止めている建物の裏側で、彼が店から出てくるのを待っていた。

「先輩……お疲れさまです」

　裏口の扉から宮川が出てきたところで、紗英は声をかけた。

「どうした？　こんな暑い場所で。……具合、悪くなってない？」

　気遣いの言葉をかけられて、紗英はほっとする。いつもの優しい彼だった。

　店舗の裏側には、ダクトの排気口があるので確かにかなり暑い。熱さそのものより、汗をかいていることと、調理場からの匂いや煙が付着してしまっていたことが気がかりだった。

　もう少し風通しのよい場所で待っていればよかったのだが、すれ違いが怖くてその選択肢は紗英の中から排除されていた。

「あの、さっきちゃんとご挨拶できなかったので、先輩にお礼を言いたくて」

　紗英は待ち伏せの理由を必死に説明する。宮川が不快に思っていなければいいと、祈るような気持ちで。

　宮川はぎゅっと縮こまる紗英の脇を通って、自分の自転車のロックを外しはじめる。

　まさか、このまま紗英のことを無視して去っていってしまうのだろうか？

　不安になりながらその場から動けずにいると、ついてこない紗英に気づいた宮川が、振り返った。

「少しだけ、寄り道しようか？」

　それを、一緒にいてもいいという意味だととらえた紗英は、慌てて宮川のあとを追った。

　宮川は自転車を引いて、駅とは逆の方向に歩き出す。向かったのは店からほんの数分の距離にある、小さな公園だ。

　入り口近くに自動販売機があり、そこで一度立ち止まった宮川は、財布から小銭を取り出して自販機に投入した。

「スポーツドリンク、飲める？」

「えっ、あ、はい」

「休もう。顔が赤くなってるから」

　宮川は、買ったばかりのペットボトルを手渡してくれた。

「先輩に、飲み物をもらうのは二回目ですね」

　一度目は、少し前に学校の購買で。間違えて買ったからと紗英にカフェオレをくれた。

　今日も宮川は、コーヒーを飲まない。自分用には水を購入していた。

　自転車を塀の際に止めたあと、二人は公園の中のベンチに移動し、並んで座る。

　ここに連れてきてくれたのも、飲み物を買ってくれたのも、紗英の体調を心配してのことだったとわかる。

　確かに暑さで火照りはあるが、実際にはどこも具合は悪くなっていない。

　もらった飲み物を素直に飲むと、紗英が元気であることが伝わったのか、宮川は安心した顔を紗英に向けてきた。

「黙っててごめんね。驚かせたよね？」

「寂しいけど……受験だからしかたないです。あの、先輩……」

「なに？」

　そこで紗英は、鞄の中に入れてあった小袋を取り出し、宮川に差し出した。

「もしかしたらもう、持ってるかもしれないですが……これを。受験がんばってください」

　これは「合格祈願」で調べたどり着いた神社に足を運んで、頂いてきたお守りだ。

「ありがとう」

　お礼の言葉と共に、宮川は迷わずお守りを受け取ってくれた。

　そうしてお守りを持っていないほうの手が、そっと紗英の頭の上に乗せられる。ちょっと子ども扱いされた気にもなったが、褒めてもらえているのだとわかった。

　二人は、手を繋いだこともなかった。だからこれは、宮川が紗英の身体の一部に触れた、記念すべき瞬間だ。

　呼吸が苦しくなったのは、熱気のせいではなく、紗英の心の問題だった。

　宮川のことが好きすぎて、苦しい。彼の行動や、言葉、すべてに一喜一憂してしまうのが、とても苦しい。

　この気持ちは、今、必ず伝えなければいけないと思った。

　それはまさに衝動だ。

　紗英は彼の瞳に吸い寄せられるように、顔を寄せた。唇が重なったのはほんの一瞬のことだが、それだけで思いは強く伝わるはずだった。

「先輩……、私……先輩のことが好きです」

　きっと宮川も同じように紗英を思ってくれている。四月から、宮川のことばかり見ていたからわかる。彼は紗英を特別扱いしてくれている。……そう信じて疑わなかった。

　それなのに、宮川の表情はみるみるうちに冷たいものになっていく。

「最低だな」

　届いた声が、誰のものかわからなかった。今まで聞いたことがない声音だ。

「……せんぱい？」

　宮川は、紗英がたった今唇を寄せたところを手の甲で拭った。汚らわしいものを拭き取るように。

「ごめん、行くわ。……二度と話しかけないで」

「……え？」

　今、宮川はなんと言ったのか。紗英の理解が追いつかないうちに、宮川はその場を離れていってしまう。

　彼が視界から消え、自転車のチェーンが回り出す音が聞こえてきても、紗英はまばたきさえできないほど、ただ呆然としていた。

　それから遅れて、感情がこみあげてくる。

　紗英は失恋したのだ。その事実を一度のみこめば、泣きたくなるほどの悲しみより、このまま消えてなくなりたいくらいの恥ずかしさが湧き上がってきた。

　全部、紗英の勘違いだった。

（本当に、恥ずかしい……消えたい）

　少し優しくされたからといって、宮川のことを好きになり、自分も好かれているものだと思い込んだ。

　ただ、彼を困らせるだけの迷惑な存在でしかなかったのに。





　　　§






　二学期がはじまっても、紗英は学校で、とにかく宮川と会わないように祈る毎日を送った。

　以前までは購買などの共有スペースですれ違うこともあったが、そういう場所にはなるべく行かず、休み時間は教室で過ごすようにした。

　それでもたまに彼の姿を見つけてしまうことがあったが、お互い目を合わせることすらできなかった。

　彼の弟である敦には、そんな紗英が不自然に映ったようで、問い詰められてしまったが、「フラれた」ということだけを告げると、詳しく聞きたがることはなかった。

「兄貴相手じゃしょうがない。……じゃあ、俺と付き合うか」

　励ましの冗談のつもりか、軽いノリで敦は言う。そのときは苦笑いをして、「ばかなこと言わないで」と流すことができた。

　それから好きな人もできず、誰かから好意を寄せられることもなく、宮川が希望どおりの大学に合格したことを女子の間での噂話から知り、卒業を影から見送り、自分の進級……とつまらない一年を過ごした。




　自身の異変に気づいたのは、二年の春のことだった。

　すでに友人関係を築けていた敦やほか数名は例外だったが、新しく知り合う男子に対して、酷く警戒してしまうようになっていたのだ。

　相手が紗英に興味を示してくると、どうにも落ち着かない。

　顔が赤くなって、汗が出て、動悸や目眩までするようになってしまった。

　その症状をかわいいと言ってくる男子もいたが、紗英はまったく嬉しくなかった。

　連絡先を交換しようとか、一緒に遊びに行こうとか、誘ってくれた人は何人かいたが、それまでのように気安く考えられない。

「今野さん、放課後二人で遊びに行かない？」

「……ど、どうして？」

　誘われると、まず理由を知りたいと考えてしまう。落ち着かない様子で、毎回必死に尋ねた。

　大抵の男子はこれで脈なしとして引き下がっていく。でもごくまれに、ぐいぐいと迫ってくるタイプの人もいた。

「今野さんのこと、気になってるから誘ってるんだよ」

　はっきり言われても、紗英は信じることなどできなかった。宮川との間でそうだったように、また自分が大きな思い違いをしているのだと思えてしまう。

　相手のことを信じる信じない以前に、自分の感覚や感性が信じられないのだ。

　なにより一時の夢が冷めてしまったあとの、あの居心地の悪さは二度と経験したくない。

　実際にも昨日告白をしてきた相手が、断った紗英の態度が気に入らないからと、翌日には嫌悪を向けてくることもあった。

　そのたびに「ほら、やっぱり」という気持ちになる。

　だから紗英は十年間、ずっと恋愛を避けてきた。

　長く友人として交流が続いている優梨には、「男性不信」と言われている。

　宮川とのことが、トラウマになっているのは事実だ。

　十代の頃は恋愛を避けようとしても上手く立ち回れなくて、傷口を自ら広げてしまうこともあった。

　でも社会人になってから社交術も身について、最近は恋愛をしない自分の生き方に、自信もついてきた。




　それなのに十年たった今も、紗英の心は宮川にだけこんなにも簡単に揺さぶられてしまう。







３　キスの時効








　宮川との約束の日まで何度か、「やっぱり断ろう」とメッセージを送信しかけた瞬間があった。

　昔、紗英が宮川に断りなくキスをしたのは消せない事実だ。

　好きでもない相手に無理矢理キスをされることが、どれだけ酷いことだったか……。

　紗英は彼に謝って、償いをしなければならない側の人間だ。

　だから正直、怯えている。

　弁護士である彼なら、当時の紗英の行いの罪深さをよくわかっているだろう。プライベートで会うなら、過去についてどこかで精算しなければならないのではと考えてしまう。

　だから逃げてしまいたい。

　でも、一度約束してしまったものを反故にするのはよくないと思いとどまった。そして五分後には電話口で優しかった彼の声を思い出し、きっと大丈夫だという気持ちに切り替わっていく。最後には当日なにを着ていこうかと悩み出すが、この悩みは紗英を楽しい気持ちにさせていた。

　そんな気分の浮き沈みの激しい二週間を過ごし、約束の日がやってくる。

　紗英はこれ以上ないくらい時間をかけて化粧をし、つい新調してしまったワンピースに袖を通して、待ち合わせ場所まで向かった。

　有名企業が入るオフィスビルと高層マンションが混在する、都内のミッドタウン。

　待ち合わせをした駅に到着したのは約束の十五分前。すぐに宮川の姿を見つけることができた。

「お待たせしてしまいましたか？」

「いや、ちょうど俺も今来たところだ」

　ただ待ち合わせをして予定どおりに会えただけなのに、紗英の心拍数は早くも上昇する。

　よく一緒に遊ぶ優梨やほかの友人たちは、待ち合わせ時間ギリギリを狙ってくるタイプだ。

　紗英は待つのは嫌ではないが、自分が遅刻しそうになると焦ってしまうので、ゆとりを持った電車の時間を選択する。

　だから今日も当然、自分が先に到着しているものだと思い込んでいた。なのに、宮川は当然のようにそこにいたのだ。

　紗英を待たせないように──そんなふうに考えてくれていたのなら、やっぱり彼は自分にとって好ましく、素敵な人だと思える。

　二人は駅から歩いて五分ほどの場所にある、レストランに向かった。ヨーロッパ様式の石造りの建物が、宮川が予約してくれたレストランだ。

　ドレスコードがビジネスカジュアル程度とあったので、紗英は品よく見えそうなワンピースに短い丈のカーディガンを合わせた服装にした。

　宮川は紺色のジャケットを着用しているが、ボトムスとは異素材で遊び心がある休日のスタイルだ。

　相談して決めたわけではないが、二人の服装の釣り合いもとれていたので、不安なく入店することができた。

　ウェイターの案内で螺旋階段を上っていき、二階にある広い客席に到着する。シャンデリアが輝いていて、お城にやってきた姫君のような気分だ。

「二人の再会を祝って」

　食前のスパークリングワインが提供されると、宮川はそう言ってグラスを掲げた。

「先輩、どうして今日は私を誘ってくれたんですか？」

「それ、癖なの？　わざわざ理由を尋ねるのが……」

　指摘され、紗英は慌てる。電話口でも一度尋ねていたし、しつこかったかもしれない。

　確かにそれは自分の癖だ。男性がなにを思ってどう行動するのか、知らないと不安でしかたない。

　普通は食事に誘われたら相手に気があるという解釈をして、終わる話だ。それなのに、紗英はまだ納得できないままでいる。

　なにか裏があるのではないかと、疑ってしまうのだ。

「……あの、こんな素敵なお店に連れてきてもらえる理由がわからなかったから。先輩はいつも……いえ、なんでもありません」

　いつもこういう店で女性とデートしているかなんて、そんなことを聞くのは、きっと場の空気に水を差す。

　だから言いかけて撤回したのだが、一歩遅くしっかり伝わってしまったようで、彼はわずかに眉根を寄せた。

「言っておくが、慣れてないから勘違いしないでほしい。これでも必死なんだ」

「……あの、ありがとうございます。なんだか夢見ているような気分です」

　ふわふわとして、気づけば頬が緩んでしまう。

　滅多に味わえない最高の食事を堪能すべきだけれど、今の紗英はなにを口にしても「おいしい」しか出てこなかった。

　それでも食事が進むにつれ、緊張がほぐれていき、宮川とは今のお互いの近況などを自然に報告し合うことができた。

「食後にコーヒーと紅茶のご用意がございます。いかがなさいますか」

　ウェイターから問われ、つい先日、宮川との間でも同じやりとりをしたのを思い出してしまったら、迷うことはなかった。

「私はあたたかい紅茶で」

　紗英が先に答えると、宮川もそれに追随し紅茶を頼んでいた。

　それから二人になると宮川はなんとも言えない、少し気まずそうな顔をしていた。

「……コーヒー、飲めないわけじゃないんだ」

　もしかしたら宮川は、紗英が彼に合わせて紅茶を注文したものと解釈したのかもしれない。紗英はコーヒーも紅茶もどちらも好む。だから宮川と共有できるものを選んだだけだ。

「もし聞かれなかったら、黙って飲むんですね」

「仕事の場では、黙ってコーヒーが出てくることのほうが多い。……でも今野さんが覚えていてくれたのは嬉しかった。さっきどうして今日誘ったのか理由がわからないって言ったけど、君が俺のために紅茶をいれてくれたからというのは、理由にならないだろうか？」

　それでは仕事でどこかの会社に行って、そこで出される飲み物に選択肢があったら、頻繁に人を誘わなければならなくなってしまう。

「一杯の紅茶で、こんな贅沢……先輩はちょっとおかしいです」

「そうだな」

「もし、次があるなら……今度は私からお誘いしてもいいですか？　どこかのホテルでアフタヌーンティーなんてどうでしょう」

　何気なく言ったつもりだったが、この誘いはかなり勇気が必要だった。

　宮川は知らないだろうが、自分から男性にデートの誘いをしたことがはじめてだったからだ。

「もちろん。それは楽しみだな」

　間を置かず返事がきて、紗英は心底ほっとする。

（また、はじめてもいいの？　先輩と……）

　紅茶のカップに口を付けた宮川の仕草が、とても色っぽい。

　彼との時間が再び動き出したことを確信し、紗英は喜びに満たされていた。




　ゆっくり紅茶を飲んでから、二人は店を出た。

　駅までは整備された石畳の遊歩道になっているので、なんとなくそちらの方向に向かって歩き出す。

　この先どうすればいいのだろう。すぐに「さようなら、また今度」と言ってしまうのは名残惜しい。

　たとえば十年前だったら、ゲームセンターに寄ったり、カラオケに行ったりしたのだろうか？

　でも大人になった二人が今歩いているこの街には、アミューズメント施設は見当たらなかった。

　まだ開いているだろう駅前にあるカフェに寄るには、満腹すぎるし……。

　紗英は歩きながら、なにかいい案が思い浮かばないかと必死になる。その思考を止めたのは、どこかから聞こえてきたバイブレーションの音だ。

　マナーモードにしているスマホが震えているが、自分のバッグの中からではない。耳を澄ませば、宮川がいるほうからだとわかる。

「電話、どうぞ出てください」

　宮川は着信を無視するつもりだったのか、紗英が促したところで、ようやく後ろのポケットからスマホを取り出して確認をはじめた。

　その画面を見て一瞬表情が固まる。ぼそっと「上司だ」という言葉が聞こえた。

「……ごめん、少しだけ待っていてもらっていい？」

　着信は一度切れてしまったみたいだが、宮川はかけ直すつもりらしい。休日に上司がかけてきたのなら、緊急の用件の可能性があるのだろう。

「じゃあ、私あのベンチで待ってます」

　遊歩道の途中、二人がいたすぐ先に、ベンチが設置されていた。紗英はそこを指さして、座って待っていることを告げる。

　弁護士としての仕事の話だったら、人に聞かれたくはないだろう。紗英の提案に頷いた宮川は、ベンチがある場所とは距離をあけて、電話をかけ直していた。

　手持ち無沙汰になった現代人のとる行動は、ほぼ決まっている。

　紗英はベンチに座るとバッグからスマホを取り出して、画面を眺めはじめた。

　自分のほうには誰かから連絡がきていないか確認すると、高校の同級生のコミュニティに、何十件もの通知があった。

　トークルームを見る前からなんとなく想像できたが、出席できなかったメンバー宛てに、敦の結婚祝いの画像がアップされていた。

　確か会場は、エスニックレストランだったはずだ。

　華やかに飾りつけられた店内の様子や、新郎新婦を中心に楽しそうにポーズを取る懐かしい人たちの写真がある。

　紗英はほかの不参加者に倣い、「敦、結婚おめでとう。今日直接お祝いできなくてごめんね」というメッセージを送った。

　その直後だ。

　紗英のスマホにも着信が入る。パーティーに参加しているはずの優梨からだった。

「もしもし、優梨？　どうしたの？」

『紗英、もうデート終わったの？』

　紗英がグループにメッセージを送ったから、今日の予定が済んだのかと連絡をしてきたらしい。

「食事はね。今、ちょっとだけ待ち時間」

『お泊まりするの？』

「……そんな、しないよ。たぶん」

　紗英は動揺しながら否定する。

　でも本心では、その可能性をまったく考えていないわけではなかった。

『相手の人、紗英が惚れるくらいだからいい男なんでしょ？　捧げちゃいなさいよ』

「無理だよ、そんなの……まだ、これからどうするか決めてないの。このまま帰るかも」

『じゃあ二次会くる？』

「二次会？　今から？」

『そう、ちょうど一次会が終わったところ。このあとバーに移動するよ』

　ここから、一次会を開催していた場所までは電車で四駅。きっと二次会の場所もその近辺だろうが、徒歩も含めればそれなりに移動時間はかかる。

　きっと知っている人ばかりでもないし、盛り上がっているところにあとからすっと入っていけるほどの社交性は持ち合わせていない。

　宮川とここで別れることになっても、あまり気は進まなかった。

　どう返事すべきか悩んでいると、紗英の足下に街灯によって作られた影ができる。

　いつの間にか、宮川が戻ってきていたのだ。

　顔を上げると、宮川の口元が動く。

「行くな」

　小さな声だったが、確かに聞こえた。

　紗英は宮川が紡いだ、たった三音に思考が支配されていく。

　──どうして、そんなことを言うの？

　紗英は、望んでいるほうとそうではないほう、ふたつの理由を推測しはじめた。

　ひとつめは、パーティーや二次会のことなどまったく知らないで、ただ紗英と一緒にいたいと言ってくれた可能性。

　ふたつめは、結婚パーティーのことを知っていて引き留めている可能性だ。

　そして紗英の中で、ふたつ目の可能性が高いのではないかと疑う気持ちが膨れ上がってくる。

『もしもし……紗英？』

　紗英が無言になってしまったから、優梨が呼びかけてきた。

「……優梨、ごめん二次会は行けそうにないや。楽しんでね、また連絡する」

　紗英はすぐにでも宮川と向き合わなくてはならないと思い、優梨との通話を切った。

　それから、スマホを鞄にしまって宮川との距離を詰める。

「先輩……もしかして今日が敦のパーティーだって知ってたんですか？」

「ああ、知っていた」

　知らなかったと答えてほしかった。行くなと言ったのは、ただこのデートを終わらせたくないという意味だと思いたかった。

　でも違ったようだ。

「わざわざ同じ日にして、なにがしたかったんですか？」

「君が敦と会うつもりでいたからだ。敦とは高校時代、付き合ってただろう？　昔のこととはいえ、関係があった相手が祝いの席に顔を出すのはおかしい」

「……なにそれ」

　さっきまでの浮かれていた気持ちが、さっと消えていく。

　おいしかったシャンパンの味さえ思い出せないほど、喉の奥が苦くなる。

　──敦と、付き合ってた？

　いったいどうしたら、そんな勘違いをするのだろうか。

　あまりにも突拍子もない誤解をしていて、紗英はなにから正していけばいいのかわからなくなる。

　でも、そういえば再会したあの日、宮川は紗英がパーティーに参加するかどうかを気にしていた。

「先輩は、敦のためにわざわざ私の足止めをしたんですか？　星が付いているようなお店のディナーまで用意して？」

　宮川が今日紗英を誘ったのは、再会を喜んでいたからではない。

　ただ、弟と関係があったと思い込んでいる女を、弟の近くから排除したかっただけなのだ。

　予約が必要な高級な店を選んだ理由が、断りにくくするための手法だったのだとしたら、随分ずる賢い。

　今になって思えば、約束の取りつけ方が強引だった。紗英はその「強引」を、自分に対しての気持ちの表れだと好意的にとらえてしまっていた。

　言い訳などさせないよう、強い口調で言い放った紗英に対して、宮川は珍しく怯んでいた。

「……そういうわけでは」

「だったら、どういうわけですか？」

　まただ。

　勘違いしたのは二回目。

　彼が自分のことを好きなのではないかと思い込んで、勝手に一人で舞い上がっては突き落とされる。

　高校生の頃は彼の気持ちも考えず、一方的にキスをした紗英がいけなかった。

　これは、その報いなのだろうか？

　せめて正面から断罪してくれたらよかったのに……。

　頬と耳がかっと熱くなっていく。

　自分のことが情けなくて、恥ずかしくて、消えてなくなりたいと思うこの気持ち。

　男の人と目が合わせられなくなり、息が苦しくなるこの感覚。

　克服したはずだったのに、またぶり返してしまっている。

「先輩は、弟思いの優しいお兄さんですね。ほんとに……」

　紗英はうつむき、絞り出すように言った。

「……でも、私にとってはとても酷い人です。もう気は済みましたか？」

　宮川からの答えはない。

　だったらこれ以上話すことはないと、紗英はその場を立ち去ろうと決めた。

　自分の言い分を伝える気にもなれない。宮川は紗英のことを変わらず嫌っている。それだけわかれば、もう十分だった。

　立ち上がり、自分の心を痛いくらいに支配してくる憎らしい人に背を向けようとしたところで、さっと手を掴まれる。

「行かせない」

　こんな沈んだ気持ちにさせておいて、この人はまだ紗英がこのまま二次会に顔を出すとでも思っているのだろうか？

　傷ついていることを感じ取ってもくれないのなら、彼はとても傲慢だし、腹も立ってくる。

「どうして？　どうして私にかまうの？　もしかして、これは私への仕返しですか？」

　好きでもない女性に関わろうとするのなら、そこにあるのは強い憎しみだろうか。彼が紗英にこだわる理由が、ほかに思い当たらない。

「……仕返し？」

「昔、あなたに無理矢理キスをしたから。そのことは申し訳ないと思っています。……もし先輩が望むなら、気が済むまで好きにしてください。その代わり、もう今日で終わりにして」

　十年だ。

　この人は紗英の心のしこりとなって、ずっと胸の内側に居続けた。

　でも酷いことを言われたのは一度だけ。それまでずっと優しい人だったから、なにかの間違いだったのではないかという気持ちもあった。

　今夜、もっと酷いことをされたら、大嫌いになれるかもしれない。そうしたら過去と決別できるのではないか？

　紗英は本気であることを示すため、顔を上げじっと宮川を見つめた。

「君は、仕返しを受ける覚悟があると？」

「はい。この場で土下座すればいいですか？　それとも靴でも舐めましょうか？」

「そんなことはさせないよ」

　宮川の視線が突き刺さる。紗英のことを責めているような、強い感情が垣間見える。彼に見つめられると、紗英はおかしくなる。

　自分の意志など必要なくて、ただ従っていればいいような気になってしまう。いったいどれくらい、その強烈な視線を浴びていたのだろう。

　沸き起こる、痺れるような感覚に逃げたくなり、紗英は手を引っ込めようとした。すると手首を掴んでいた宮川の手に、力がこもる。

「ついてきて」

　そこから宮川は、紗英の手を離してくれなかった。タクシーを拾って、どこか知らない住所に車を走らせる。

　車内では二人とも一度も目を合わせず、一言も言葉を発しなかった。

　紗英は彼に捕らわれ、断罪を受けるはず。そうでなければならないのに、自分たちが違う方向に向かっているような気がして、身体が熱くなってしまう。

　タクシーが停車したのは、閑静な住宅街にある低層マンションだった。

「俺の部屋だ」

　建物の中に入る前に、宮川が告げた。

　彼は紗英を、無理矢理引きずり込むようなことはしなかった。

　いつの間にか、手首を掴まれているのではなく、ただお互いの手を握っているだけになっていた。紗英は間違いなく、自分の意志で彼についていったのだ。

　宮川の仕返しがはじまったのは、部屋の重い扉が閉まった瞬間からだった。

　靴も脱いでいない、立ったままの状態で、彼は紗英の唇を奪ってくる。

「……これは、十年前の仕返しだ」

　キスの仕返しは、キスで。そう言いたいのだろうか。

　彼が紗英に与えてくるキスは、熱く激しかった。顎をクイと持ち上げられ、おおいかぶさるようにしながら紗英の唇を貪ってくる。

　そのせいで、宮川の唇の端に紗英の付けていた淡い色のリップクリームが付いてしまった。

　無意識に汚れを拭おうとして、彼のほうへと指を伸ばすと、すかさずとらえられ指先を食べられてしまう。

「……あっ」

　指先は、こんなにも敏感な場所だったのか？

　いじられるたびに、ぞくぞくとした痺れが、全身に広がっていく。

「でも……こんなの違う。私が先輩にしたキスとは、全然違う」

　紗英はあのとき、ほんの一瞬彼の唇に触れただけだった。

「同じだろう。……あのとき俺がどんな気持ちになったか、君は思い知ればいい」

　そう言って、彼は再び紗英の唇を奪う。

　紗英が息を乱して口を開けると、その隙間から宮川の舌が滑り込んできた。

「先輩……せんぱい、待って、苦しい」

　この仕返しは、いつ終わるのか。

　息が苦しく……膝が震えて、立っていられなくなる。

　察した宮川が、紗英の腰を支えるように力を込めてきた。すると互いの身体が密着して、余計に熱くなった。

　紗英は宮川の行為を受け止めることで精一杯だ。はぁはぁと息を乱しながら、自分の口の中で好きにふるまう宮川の舌に、ただ翻弄される。

　唇の端から、どちらのものかわからない唾液が零れても、止めることも拭くこともできない。

「迂闊だな。気が済むまでなんて言ったら、こういうことになる。まだ足りない……全然足りない。どうする？　俺の欲望を受け止める覚悟ある？」

　それはもう、仕返しではなく甘い誘惑だった。

「先輩……」

　ジャケットの隙間に手を伸ばし、シャツを引っ張るだけが紗英の精一杯だった。

　一度も経験したことのない感情の高ぶり。自分の中にここまでの欲望が存在しているなんて知らなかった。

　この興奮の先にあるものを、知りたくてしかたない。

　二人は抱き合い、もつれ合いながら部屋の奥へと進む。

　宮川に誘導されながらたどり着いた場所は、ただベッドが置いてあるだけの寝室だった。

　宮川は紗英をベッドの端に座らせると、自分は煩わしそうに服を脱ぎはじめた。ジャケットとシャツを床に落とし、惜しみなく上半身をさらしてきたところで、不思議そうに紗英を見つめてくる。

「なんでこんなに熱いんだろう。……君は、脱がないの？」

　問いかけは、脱げという命令のように聞こえる。

　彼に合わせるのが作法なのか。紗英は慌てて着ていたカーディガンを脱いだ。そこまでは簡単だった。

　でも、このあとワンピースを脱いだら下着姿になってしまう。男の人の前でそれがたやすくできるほどの経験を、紗英は持ち合わせていない。

　ためらうそぶりを見せると、宮川が紗英に近づいてくる。

「いいよ。……やっぱり俺が脱がす」

　宮川は紗英と向かい、後ろのファスナーに手をかけようとする。その直前、彼の指先が紗英の髪をかすめていった。

　たったそれだけで、ぞくっとした快感が発生し紗英は首をすくめた。どうして今、紗英の神経はこうも研ぎ澄まされているのだろうか。

　じっという音を立てて、ワンピースのファスナーが下ろされた。はだけた首元に、宮川の吐息がかかる。──熱い。

「あっ……はぅ」

「まだ、触れてもいない」

　くすっとした笑い声すら、官能を高ぶらせる材料になっている。ただ恥ずかしいだけではなく、もっと追いつめられたい気持ちになるのだ。

　宮川は紗英の髪をかきわけ、片方のうなじを露わにすると、そこに舌を這わせはじめた。

「んっ……先輩……」

　彼から与えられる快感をどうにかやり過ごしている隙に、着ていた服は乱されていく。腰のあたりまでストンと落とされたワンピースは、じりじりとベッドの中央まで移動している間に、取り払われてしまった。

　彼の尖った舌が、紗英の首筋を執拗になぞる。その片手間でブラの肩紐を手にかけて、いつでもさらに乱れた姿にできるのだと示してくる。

（先輩……こういうのも器用なの？　すごい慣れてる）

　彼は一言も自分の経験など語っていないのに、紗英は今までどれだけの女の人が彼のこの指と舌に溺れてきたのか想像してしまい、勝手に悔しさを滲ませる。

　紗英が唇を噛みしめていることに気づいた宮川は、許さないとばかりに舌を移動させ、唇をこじ開けてきた。

　キスをしながら脇の隙間から、紗英を弄ぶようにじわじわと指先を忍ばせてくる宮川に支配され、悩むことすら許してもらえない。

　やわやわと胸を揉まれ、敏感な先端を指の間で挟まれると、今まで以上に強い刺激が生まれる。

「んっ……あっ」

　紗英が倒れてしまったのか、それとも宮川が押し倒したのか、気づけば身体はすっかりベッドに沈む。

　彼の唇と手の動きに、ますます翻弄されていった。

「どこが気持ちいい？　言ってくれないとわからない」

「全部……」

　指先も、唇も、首筋も、それに胸も、どこに触れられても気持ちがいい。

　宮川が一瞬ほっとした顔を見せたのは気のせいか？　すぐに獰猛な目つきになり、今度は紗英の胸を貪りはじめた。

　ブラから零れ落ちた紗英のふたつの膨らみが、宮川の手で遊ばれ形を変えている。少しいじられただけで硬くなっていた乳頭に、彼がむしゃぶりついた。

　ちろちろといやらしく舐めたり、わざと歯を立てたり……痛みと快感のギリギリを狙って紗英を追いつめてくる。

「せ、せんぱ……いっ、んんっ」

　片方を口に含んでいる間に、もう片方はくりくりと手でいじられ、刺激が電流のようにずんと下腹部に向かって流れていった。

　宮川は時折、紗英の反応を楽しむかのように、陶酔した視線をこちらに送ってくる。

　視線が絡み合った瞬間生まれたきゅんとした疼きは、紗英が彼の愛撫に感じてる証拠だった。

「んぁっ、だめ。かじらないで……んっ、あっ」

「でも、いいんだろう？」

　目眩がしそうだ。

　自分の声ではないような嬌声が漏れ出てしまい、紗英は思わず手で口を覆う。

「なに？　声出すの恥ずかしいの？」

「恥ず、……かしい」

「じゃあ、もっと鳴かせてあげるよ」

　宮川の舌が、紗英の身体を滑り下りていく。臍の脇を通り過ぎ、人に見せてはいけない場所に近づいていく。

　彼はこれからなにをするつもりなのか。

　宮川は紗英の足下に移動し、片方の足を持ち上げ、できた隙間に顔を埋めてくる勢いだ。

「あっ……だ、だめ、だめです。そこは絶対。……舐めないで」

「そこってどこ？」

　どの場所を指したのかまるでわからないふうを装う宮川は、顔を傾け内腿に舌を這わせながら、いたずらに微笑む。

「ここなら痕を付けてもいいかな……」

　そう言って、宮川は今舐めていた内腿に、ちゅっと深く吸いついた。

　ピリッとした痛みを感じるが、悪いことをされている気持ちになり、紗英はたまらなく興奮してしまう。

　宮川が唇を離すと、紗英の柔らかく白い肌に赤い花が咲いた。

　宮川はその出来映えを自慢するように、紗英の足を高く上げて見せてきた。

「それで？　舐めたらいけないとことはどこ？」

　じらすように、紗英を追いつめるように、宮川は何度も何度も紗英の内腿にキスをする。痕を付けられるたびに、彼の所有物になったような気持ちになる。もう、宮川のことしか考えられない。

　わざとなのか、宮川は紗英のショーツの隙間に少しだけ指を滑り込ませている。

　紗英はこの先を知りたくて、せつない吐息を吐き出した。

「せん、ぱい……」

「欲しいって言ってごらん」

「……欲しいです。触れてほしい」

　ねだるように、紗英は腰をくねらせた。

　宮川はそれに応えるよう、ショーツをためらいなく脱がせてくる。

　さらされてしまった恥部に、宮川の熱のこもった吐息がかかる。それだけで紗英はびくっと強く反応してしまった。

　これで直接触れられたら、いったい自分はどうなってしまうのだろう。つい逃げ腰になったが、察した宮川にすかさず掴まってしまう。

　両足に彼の逞しい腕が回された直後、艶めかしい感触が襲ってきた。

「ああっ、先輩……こんなの、私……はぅっ」

　陰唇を、宮川が舐めているのだ。紗英からは口づけられている部分までは見ることができない。

　でもきっと、内腿を舐めていたときのように舌を尖らせて刺激を強くしているに違いない。

　れろれろと、内に入るギリギリのところを探られ、じゅっと音を立てて吸われる。

「すごい濡れてる。蜜が零れて……」

　攻められているのは紗英のほうなのに、宮川も興奮した様子で呼吸を乱している。

　舐められているだけでもたまらないのに、彼の息が、ある箇所にかかるとさらにおかしくなる。

「ここ……」

　宮川が、ピンポイントでその場所──、紗英の陰核を見つけ、舌先でノックしてきた。

「ひっ……ああっ、イヤ、強い。なに……？」

　一瞬で、電流が走ったかのような強い刺激が生まれる。

　ここは触れてはいけない場所だ。そう感じて行為を止めようとしたが、彼は応じてはくれなかった。

　下から上に何度か舐められたあと、柔らかな唇できゅっと摘ままれると、紗英は悲鳴に近い嬌声を上げた。

「あっ、んあっ……だめっ、ああっ──」

　紗英は襲ってきた衝撃に耐えようと、シーツを掴みながら腰を跳ねさせる。

　陰核がじんじんとして、まだなにも受け入れていない膣壁が勝手に収縮し、蜜口からとろりと愛液を零してしまった。

（私……これ、……達してしまったの？）

　腰の震えが止まらない。身体全身が何度も快感の波に襲われている。

「敏感すぎ。今までしてもらったことないの？」

　紗英は、かっと顔を赤らめながら肯定の意味で頷いた。

　この部屋に入ってきた瞬間から起こっていることすべてがはじめての経験だなんて、宮川はきっと考えてもいないのだろう。

「ごめんなさい、私……変ですか？」

「違う、変じゃない。反応がかわいすぎて、ほんと余裕ない」

　せつない吐息を漏らした宮川は、はいていたボトムスの後ろポケットを探る。財布からなにか小さいものを取り出して、シーツの上に落とした。

　手のひらに乗るサイズの正方形のパッケージのそれは、コンドームだ。

「期待してたんだ、こうなるのを。再会した瞬間から君に欲情してる」

　準備よく持ち歩いていたことへの言い訳なのか、宮川は自分のベルトを外しながら、気恥ずかしそうに言った。

　服を全部脱ぎ捨て、ほどよく筋肉の付いた美しい裸体を披露してくるが、紗英は一箇所に釘付けになってしまった。

　一言でいうと「凶暴」だ。

　男性器が興奮状態になることを「たつ」と表現するが、本当にそそり立っている。

「先輩の……大きすぎる」

　こんなのとても受け入れられない。思った言葉を漏らすと、宮川が顔をしかめる。

「誰と比べてるの？」

「違う、誰とも──」

　紗英はすぐに否定したが、宮川は聞いてくれなかった。

　のしかかられ、気づいたら口を塞がれてしまう。激しい口づけは「もう黙れ」と、そう言われている気分だ。

　宮川は互いの歯が当たっても、気にせず紗英の唇を蹂躙してきた。執拗に舌を絡ませて、わざと唾液を絡ませて……もう、呼吸さえままならない。

「それ、計算？　純真そうにふるまうのも、案外そそるな」

　その瞬間、揺れはじめていた心の天秤が、一気に負のほうに傾いた。

　宮川は、紗英を激しく抱くのだろうか？

　黙ってこれを受け入れたら、どうなってしまうのだろう。

　彼は紗英がはじめてだということを知らない。それどころか、紗英がセックスに慣れた上でわざと受け身でいると思い込んでいる。

「先輩、待って……」

「待たない」

　宮川は、コンドームのパッケージを破いて、自身の昂りにかぶせていく。

　その隙を狙って、紗英は彼の腕から逃げ出そうとした。

　四つん這いになって、ベッドヘッドのほうへ進むが、セミダブルのベッドに逃げ場などなかった。

「後ろからが好きなのか？」

　違う。そう否定したかったが、もう手遅れだ。

　宮川が紗英の腰を掴んで、滾った昂りを秘所に宛がってくる。そのままためらうことなく、隘路を進もうとした。

　きっと幻聴だろうが、めりめりと破壊される音が聞こえた気さえする。ものすごい圧迫感だった。

「待って、……嘘、ごめんなさい。やっぱりだめ」

「無理。余裕ないって言っただろう。……力、抜いて。きつすぎる。まだ半分も……」

　紗英は崩れ落ち、枕に顔を埋めながらいやいやと懇願する。中で確かに宮川の存在を感じるが、半分しかという言葉に、恐怖が増す。

「……先輩、待って……お願い。痛いのっ」

　紗英が痛みを訴えた瞬間、宮川の動きが止まった。本心で嫌がっていることを、理解してくれたのだ。

「ごめん。悪かった……。熱くなりすぎた──」

　繋がりを解いてきた宮川は、そこで言葉を切る。

　紗英は行為を中断させた言い訳をしなければと、彼のほうに向き直った。

（早く、なにか言わなきゃ）

　拒絶したかったわけではないのだと、どう伝えればいいのだろう。ただ怖じ気づいただけなのだと、理解してもらうにはどうしたらいいのだろう。

　気分を害したかったわけではない。

　できることなら、大人の女性として当たり前に、彼を受け入れたかった。

　半分怯えながら様子をうかがうと、宮川は押し黙って紗英の内腿のあたりを凝視していた。

　彼の視線を追った紗英は、目を見開く。

「あっ、ごめんなさい」

　内腿に血が付着している。破瓜の血だ。わずかだが、シーツも赤く汚れてしまっていた。

「……これは、どういうことなんだ？」

　宮川が、声を震わせている。

　やっぱり怒らせてしまったのかと、紗英はますます萎縮した。

「先に……言わなければいけなかったですよね。ごめんなさい」

　わざわざ処女をもらってくださいと、お願いする年齢でもないと思っていた。

　宮川は紗英のことを好いているわけではない。

　ただお互い欲望を満たすための行為だから、未経験だなんて言えなかった。言ったら宮川はきっと、紗英を誘わなかっただろう。

　まさかシーツを汚してしまうほど出血するなんて、思わなかったのだ。

　恥ずかしくて、申し訳なくて、目の奥がつんと痛くなる。

「今野さんは、なにも悪くない。……きっと。ごめん、かなり混乱してるんだけど……いや、まず風呂だ。シャワーを浴びておいで」

　ベッドから下りた宮川は、床に落ちていたボクサーパンツを拾ってはいたあと、紗英に手を差し伸べてくる。

　これ以上人の家を汚すわけにはいかない。シャワーを浴びたほうがいいのは間違いないので、紗英は頷き、宮川にバスルームまで案内してもらった。




　さっきまでの火照りが消えてしまうと、急に身体が冷えて震え出す。

　一人になると、我慢していたものが堰を切って溢れ出てくる。

　シャワーから出る熱いお湯を頭からかぶり、嗚咽を水の音に紛らせごまかしながら、紗英は涙を流した。

（本当に……私、どうして失敗ばかりしてしまうんだろう。最悪……）

　何度間違えれば気が済むのか。

　赤くなってしまった目元をどうにかごまかそうと、顔を洗おうとしたところで、また失敗していることに気づいた。

　今夜は格式高いレストランだったから、紗英はなるべく小さなバッグを選んだ。

　そのせいで化粧道具も最低限のものしか持ち歩いていなかったのだ。

　洗うのは、身体だけにしておけばよかった。

　当然クレンジングはないから、置いてあったメンズ用の洗顔料を使うしかない。三回洗ってどうにかパンダ目になるのは回避したけれど、肌は突っ張ってしまっている。

「──今野さん」

　浴室の扉の向こう側から、宮川が声をかけてきた。

「着替え、とりあえず俺のでいい？　サイズは合わないけど、ないよりマシだから置いておく」

「あっ、……はい」

　返事をしたが、シャワーの音でかき消されてしまったのかもしれない。

「今野さん？　大丈夫？」

　なかなか気持ちを切り替えられない紗英がぐずぐずとしていると、宮川が許可なく扉を押し開けてきた。

　彼は外出していたときと違う、ラフなシャツに着替えていたが、紗英の顔を見るなりタオルを掴んで服のままバスルームに足を踏み入れてくる。

「先輩……濡れてしまいますよ」

　紗英は慌ててシャワーを止める。宮川に裸を見られていることは、なぜかあまり気にならなかった。

　無言で近づいてきた宮川は、水滴の付いた紗英の身体を一度抱きしめてきたあと、頭から大きなバスタオルを掛けてくれた。

「顔が変になってしまいました。クレンジング、持ってこなかったから……」

　泣いていたことをごまかすように、紗英は言った。

　しかし宮川は、無遠慮に紗英の赤みを帯びた目元を拭ってくる。

「泣かせてごめん。まだ痛む？　……もう身体は洗った？　風邪をひかないように髪を乾かそう」

　そう言って、甲斐甲斐しく紗英の世話をはじめた。宮川は、優しいけれど強引だ。

　宮川のＴシャツ、そしてウエストに紐の付いたハーフパンツを借りて着ると、彼は紗英を居間のソファに座らせ、ドライヤーを使って髪を乾かしてくれた。

　温風と大きな宮川の手は、心地よくて心まで温めてくれるようだ。

　おかげで紗英は落ち着きを取り戻すことができたが、宮川は逆だった。

　話をはじめようとしたとき、彼はソファを背に、床に座ってうつむきがちにしていた。

「……君と弟は、付き合っていたわけではなかったんだね？」

「付き合ってません。敦は私にとって数少ない異性の友人ではあったけれど……そういう関係になったことは一度もありません」

　きっぱりと言い切ると、宮川は苦しそうに額を押さえた。

「好きだって言われたことは？」

「先輩に失恋したあと、落ち込んでたときに冗談で付き合うかと言われたことはあるけど、それ以外は特になかったです。敦はすぐに別の人と付き合っていましたし」

　一度軽いノリで言われたきり、敦は紗英に対して恋愛感情を見せてきたことなどなかった。敦のそういうところは、紗英にとって気楽だったから長く友人でいられたのだと思う。

　この説明に嘘はないはずだ。なのに宮川は頭を抱えてしまう。

「どうして君が失恋したことになってるんだ……」

「私が好きって告白したら、先輩が……」

　最低だな、二度と話しかけないでと、そう言ったのだ。

　あれを失恋と言わないで、ほかになんと言うのだろう。

（まさか……そんなことある？）

　宮川は、紗英が敦と付き合っていたと誤解していたが、それはいつの時点からのことなのか。

　その誤解に驚かされたものの、敦とは長く交友関係が続いていたから、宮川が勝手に思い込んでいるのだと解釈していた。

　誤解が生じたのはあの夏以降のことで、自分の失恋とは別の話だと……。でも、違うのだろうか？

「……七月一日？」

　紗英は声を震わせながら、小さくその日付を口にする。

　宮川はなんのことだか、すぐにはわからなかっただろう。だから紗英は、補足した。

「先輩が、『おやすみ』ってメッセージを送ってくれなくなった最初の日です」

　日付まで覚えているのが未練がましいと、自分でも思う。でもあの日から、宮川の態度が変わったのは間違いない。

「ああ。そうだ……その日だ。敦が……」

　宮川は口にしたくもないのか、苦しげに言葉を濁した。

　その日、敦はきっと嘘を吐いたのだ。紗英と付き合っていると、宮川に嘘の情報を流した。

「どうしてそんなこと……」

　七月に入ってメッセージが途絶えたのも、宮川がアルバイトを辞めることを紗英に教えてくれなかったのも、あの日公園でキスをした紗英に「最低だな」と言ったのも、全部そこからきていたのだとしたら、話が見えてくる。

　絡まってぐちゃぐちゃになった糸が、ようやくピンと張った一本の線となった。

　宮川の中の紗英は、自分の弟と付き合いながら兄にも迫った最低の女になっていたのだ。

「理由は、なんとなくわかる。それより前に、あいつのガールフレンドが俺のことを好きだと言い出したことがあったんだ。報復で逆のことをされたんだろう。あいつが俺に思うところがあるのは知ってたけど……自分の認識よりずっと嫌われていたのかもしれない」

「そんな……」

　どう慰めていいのか、わからなくなる。

　紗英には兄弟はいないが、大切な家族が自分のことを嫌っていたと発覚したら、とても辛く悲しいものだと想像はつく。

　せめて寄り添うことくらいしかできなくて、ソファを下りて宮川の隣に座った。

　そっと彼の手を取って握ると、宮川はしっかりと握り返してくれる。

「……今野さん」

「はい」

「……紗英ちゃん」

「……はい」

　昔、一度だけ呼ばれた呼称を使われ、懐かしさと嬉しさで泣き笑いになってしまいそうだ。

　そこでようやく顔を上げてくれた宮川も、紗英と同じように泣き出しそうにしながら微笑みを見せてきた。

「もうわかっていると思うけど、俺はあの頃、君のことが好きだった。大好きだったんだ」

「先輩……」

　その言葉を聞いた瞬間、紗英の中では傷ついたあの頃悲しみより、宮川と一緒に過ごしたささやかな時間が、輝きながら溢れるように蘇ってきた。

「私、先輩が駅まで送ってくれるのも、メッセージを毎日くれるのも、夏休みの一日の約束も、特別扱いしてもらえたんだと勘違いして、それで……」

　キスをして、思いを告げたのだ。

「特別だったよ」

「はい」

　それがわかっただけで、紗英は救われた。

　過去の傷が完全になくなったわけではないが、少なくとも宮川に対しての不安な気持ちが消え失せていた。それなのに、宮川は納得してくれそうにない。

「ひっぱたいてくれないか？　……俺のこと」

　深刻な表情で、彼は言う。

「嫌……」

「じゃあ、いっそ刺してくれ」

「弁護士の先生が、なにを言い出すんですか。人に犯罪をそそのかさないで」

　宮川の目は真っ赤に充血していて、今にも泣き出してしまいそうだ。

　強い意志を持っていそうな大人の男性が、紗英のことを思って感情を高ぶらせている姿を見たら、許す以外の選択肢などない。

　それに根本の原因は別の人が作った嘘からくるもので、宮川も被害者なのだ。

「敦のところに行って、話してくる」

　宮川は決意したように、すっと立ち上がった。紗英は慌ててそれを止める。

「だめ。……今夜はやめましょう？」

　話してくるなんて、そんな落ち着いた精神状態ではないのはあきらかだ。

　深夜まで盛り上がっているかもしれない結婚祝いの場に、乱入してしまいそうな勢いがある。

　嘘を吐いた敦が痛い目を見るのは紗英の知ったことではないが、大勢の人がいる場で宮川の評判が落ちてしまうことはさせたくない。

　紗英は懸命に宮川の手を引っ張って、いなくならないでほしいことを表す。

　それが伝わったのか、しばらくすると宮川はもう一度座って紗英と向き合ってくれた。

「今夜は帰らないでくれる？　一人になったらいてもたってもいられない」

「泊っていっていいんですか？」

「ああ。どうしても一緒にいたいんだ。もう傷つけることはなにもしない。二度と君を泣かせない。明日になったら車で送っていくから、今夜はここにいて」

　返事に迷うことはない。

　紗英もただ、少しでも長く宮川と一緒にいたかった。







４　やりなおしはできなくとも








　一目惚れ、と言ったら笑われるかもしれない。

　でも宮川は、紗英と出会った瞬間から、自分らしくない行動を取っていた。

「今野です。よろしくお願いします！」

　はじめてアルバイト先で会った日、随分きれいな子が入ってきたと思った。

　黙っていたときはつんとした澄まし顔だったのに、目が合うとあどけない笑みで恥ずかしそうに、それでいて懸命に挨拶をしてきた姿が印象的で、とにかくかわいかった。

　それまではアルバイトが終われば一目散で自転車に飛び乗って帰宅する宮川だったが、柄にもなくさりげなさを装って、紗英と駅まで歩いた。

　十分にも満たない時間はあっという間で、名残惜しい気持ちで改札に消えていく彼女を見送った。

　この頃すでに受験を見据えて、アルバイトは控えめにしていたので、紗英と一緒に歩いた回数はそれほど多くない。

　それでも宮川にとっては、大切な時間だった。

　二人の関係は、じっくりゆっくり育っていけばいい。そんな気持ちで紗英と少しずつ距離を縮めていった。

　宮川は高校三年生にして、恋愛に関してはことさら慎重だった。

　中学の頃から人より背が伸びるのが早く目立つ存在だったからか、異性から好意を寄せられることが多かった。

　告白されると嬉しくて交際に至ることもあったが、束縛や面倒事が多くてすぐに嫌になった。

　一番悲惨だったのは、高校二年の冬のこと。

　そのときトラブルになったのは、弟の敦のガールフレンドだった。

　敦が家にガールフレンドを連れてきたから、その子とは二度ほど遭遇した。ただ、「弟をよろしく」、「いつでも遊びにきて」というような社交辞令を言った程度にすぎない。

　なのにしばらくすると、敦がいない隙を狙って家にやってきた。

「私、敦くんと別れたんです。お兄さんと付き合いたいから」

　──冗談じゃない。

　宮川は「ふざけるな、興味ないと」と罵ろうとしたが、相手が中学生だということを思い出して、どうにか強い言葉を使うのを踏みとどまった。

　それがいけなかったのだと気づいたのは、数日後だ。

　宮川としてははっきり断ったつもりでいたのに、相手には伝わらなかった。嫌われているわけではないのならと、つきまとい行為をされるようになったのだ。

　当然、敦にもそのことが伝わり、一時期は口もきいてくれなくなった。

　春になり同じ高校に入学してしばらくたった頃、久しぶりに敦のほうから話しかけてきてくれたときは心底ほっとした。

「今野っていう子がクラスにいるけど、兄貴と同じバイトなんだって？」

「ああ、そう。今野紗英さん」

「今度バイト先に友達と飯食いに行っていい？」

「もちろん。大騒ぎしないならね」

　最初は、弟と共通の知り合いができたこと、共通の話題ができたことが純粋に嬉しかった。

　でもそれからすぐに、宮川は敦と紗英のことで、すっきりしないものを抱えるようになる。

　敦が彼女のことを「紗英」と呼んでいるのを聞いたり、学校内で楽しそうに一緒にいる姿を目撃したり、放課後遊んできたと報告を受けたり……宮川は紗英に対してなんの権利も持っていないのに、気に入らなかった。

　ただ、二人きりで会っている様子はなく、あくまでも仲のよいグループという印象だった。

　二人はただの友人関係だ。

　そして、紗英はきっと自分のことを思ってくれているはず。

　視線が合うと、はじらうように頬を染める紗英の態度から、宮川はそんな過信をしていた。

　毎日メッセージを送るようになったし、最初のデートの約束も取りつけたし、なんの問題もないという認識だった。

　それがある日、簡単に崩れ去る。

「紗英は俺の彼女になったから、これからはあんまり親しくしないでくれよ」

　敦は前触れなく突然に、そして一方的に宣言をしてきた。

「……嘘だ」

「嘘じゃない、本当。本人に聞いてみたら？　おとなしそうだけど、けっこう積極的なんだよな……そこがかわいいけど」

　勝ち誇った敦の顔を見て、かっと怒りが沸いた。

　奪い取ってしまいたい衝動に駆られたが、すぐに思いとどまる。

「別にもともとただの後輩だし……どうだっていい」

　たぶん、自尊心が邪魔をしたのだろう。

　それだけ言って、自分の部屋にこもる。勉強をする気にも、息抜きのゲームをする気にもなれず、宮川はベッドでただ天井を見上げた。

　しばらくすると、スマホから聞き慣れた通知音が聞こえてくる。

　紗英からのメッセージだった。

「どういうつもりで、『おやすみなさい』を送ってくるんだよ」

　宮川は乱暴にスマホを投げた。

　この日から、宮川の中では今野紗英という女の子を見る目が変わってしまった。

　あざとい女。──それが敦によって作られた偽りのフィルターだったなんて思いもしなかった。




　宮川の中では、紗英と敦は高校の間は交際を続けていたという認識だった。

　校内で仲間たちと一緒にいる姿はたびたび目撃していたし、敦が深夜まで楽しそうに通話をしている声も聞こえてきていた。

　ただ、敦は一度も彼女を家に連れてくることはなかった。

　中学の頃の経験から警戒もあったかもしれないが、宮川と紗英の関係は完全に壊れたから、彼女のほうが避けていた可能性もある。

　自分自身が高校を卒業したあと、紗英がどうしていたかはなにも知らない。知ろうとしなかった。

　敦が別の女性と二人で歩いている姿を目撃したのは、彼が大学に入ってすぐの頃だった。

　お互い女性との交際について報告しあう仲ではなくなっていたが、そのときだけはいてもたってもいられなくなった。

「前の彼女とは……別れたのか？」

　それでも紗英の名前を出したくなくて、「前の彼女」という曖昧な言葉を使い探りを入れた。

「ああ、浮気された。まあ、こっちも飽きてたところだからいいけど」

　女という生物は、宮川にとって謎だ。……いや男も似たようなものか。

　結局恋愛なんて、ゲームと同じだ。

　より魅力的な人、より相性のよい人を探していくゲームだ。

　それ以降宮川は、適度に恋愛らしきものをしていった。

　出会いはたくさんあった。それなりに経験も重ねた。

　でもあの夏のひとときのように、焦がれるような、数分、数秒を惜しむような気持ちになることはなかった。
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　目覚めると、紗英が隣にいた。

　今、彼女は自分のＴシャツをパジャマ代わりにして、化粧を落とした素のままの顔ですやすやと眠っている。

　まるで高校生の頃の純粋な心を持ったまま、大人になれたような錯覚をしてしまいそうだ。

　二人の間には取り返しのつかない十年間があったことを、忘れてはいけないのに……。

　宮川は謝罪と親愛を込めて、眠る紗英の髪を一房取って口づけた。

「やばい……好きだ」

　伝えたくて口にしたのではなく、ただ気持ちが溢れて漏れ出てきてしまう。

　それから彼女を起こさぬよう、なるべく音をたてないで寝室を出た。

　時計を確認すると、時刻は朝の八時半。

　休日とはいえ、生活のリズムをあまり乱さない宮川にしては遅い起床となった。

　泊まっていってほしいと引き留め、紗英と同じベッドに入って眠りについたのは日付が変わる頃だったはず。

　でも、そこからお互いに意識してしまい、なかなか眠れなかったから寝坊は無理のないことだ。

（まさか……はじめてだったなんて）

　洗面所で顔を洗おうとした宮川は、思い出してその場にしゃがみ込む。

　思いもよらない事実を突きつけられ、一晩たってもまだうろたえていた。

　昨晩の自分の行いは、紗英にとっては最悪のものだった。

　そのことを激しく後悔しているのだが、彼女がはじめてだったことについて、どうしようもない喜びも感じてしまうのだ。

　敦との再会を阻止しようとしたのは、敦のためではなく自分自身のためだった。

　昔からきれいな子だったが、大人になった彼女は本当に美しく、また魅了されてしまった。

　紗英がどんな性悪でもいいから、彼女を手に入れたいなんて欲にまみれた考えが、昨日までの宮川を動かしていた。

　今ならわかる。彼女の本質を心のどこかで感じ取って惹かれていたのだと。

　ただ、それで自分の罪が消えるわけでもない。

　できることなら今すぐにでもやりなおしをしたいが、それをする前に宮川にはすべきことがあった。自分と弟との過去をクリアにしなければならないのだ。

　シェービングをして、最低限の身支度を整え、それから二人分の紅茶をいれてから紗英のもとに戻る。

「紗英ちゃん、おはよう」

「……ん？　先輩？　おはようございます」

　眠っている姿もかわいかったが、寝ぼけている姿もまたかわいい。

　宮川は彼女をダイニングに案内し、紅茶を一杯出してから宣言どおり彼女を家まで送っていくことにした。

　朝食を出さなかったのは、ブランチに誘うつもりだったからだ。

　送り届ける途中で、どこか店に寄ってもいいか訪ねると、紗英は迷いつつ難色を示す。

「行きたいんですが……着替えてないし、化粧も最低限なので……一度家に帰らないと」

　それがやんわりとした断りではないと信じた宮川は、提案をしなおした。

「気づかなくてごめん。だったら送ったあと時間を置いて、もう一度迎えにきてもいい？」

「少しだけ部屋で待っていてもらえればすぐに支度できます。……それでどうですか？」

「部屋に上げてくれるの？」

「はい。……先輩の家にも上げてもらったので。うちは狭いですが」

　昨日は宮川が強引に自宅に連れ込んだようなものだった。しかも彼女を傷つけるようなことをしたのに、願いを聞き入れ泊ってくれた。ギブアンドテイクでもなんでもなく、宮川は与えられてばかりいる。

　少しは遠慮すべきなのだろうが、魅力的な提案を断れるほど紗英に関しての自制はなかった。

　紗英が住んでいるというマンションは、宮川の住んでいる場所から、すいていれば車で十五分ほどの場所にあった。電車なら同じ路線で二駅だ。

　近くのパーキングに車をとめ、一緒に徒歩で建物へ向かう。

「豪華さはないんですけど……入居した当時は新築で、最低限のセキュリティーも付いていたので気に入ってます。あと、都内のワンルームにしては部屋がちょっとだけ広いです」

　建物は七階建てで、紗英が住んでいるのは三階らしい。

　エレベーターを降りた共用部分で、二人は一度足を止める。

　そう広くない空間に男性の人影があったからだ。

　ワンフロアに四部屋しかないマンションだったが、住人と遭遇するのは不自然なことではない。

　ただ二人がやってきた瞬間に、なにか作業をしていたらしい男が振り返り、じっとこちらを見つめてきたから気になった。

　単身者用のマンションらしいので、カップルで住人に遭遇するのは気まずくもある。

「紗英さん、おはようございます。朝からお出かけだったんですか？　早いですね」

　男は紗英と面識があるのか、にこやかに話しかけてくる。

「おはようございます。山やま田ださんはお掃除ですか？」

　廊下にバケツやほうきが置いてある。確かに男は掃除をしていたようだ。

　それにしても「紗英さん」なんて親しげに名前で呼んでくるのはどんな関係なのか？

「そうなんです。急にスイッチが入ってしまって」

　男は宮川とは視線を合わせることなく、まるでいないもののように紗英にだけ話しかけていた。

　宮川はさりげなく紗英の背中に手を回し、先に進むことを促す。

「では、失礼します」

　紗英は山田に会釈をして、宮川を部屋へと案内してくれた。まっすぐに向かった扉は、男が立っていた場所の隣だった。

「……あれは、誰？」

　扉が閉まった瞬間に、宮川はなるべく声を抑えて紗英に尋ねた。

「お隣の山田さんです」

「ご近所付き合いなんてしてるの？」

「山田さんはもともと会社の先輩で、入社直後は、私の指導係だったんです。彼のほうが転職されたんですが、そのあと偶然隣に引っ越してきたんですよね」

「偶然？」

　そんな偶然あるのか？

　宮川は隣人の人となりなど知らないが、親しげに話しかけてくる男が近い距離にいるなんて、その存在自体が気に入らなかった。

（そもそも、恋人……かもしれない男と二人でいるときに、話しかけてくるものもどうなんだ？）

　あの男は絶対に紗英に気がある。宮川のセンサーが過敏に反応している。

　しかし紗英は特に意識している様子もない。どこかあぶなっかしくて、心配だ。

　もっと警戒したほうがいい──。そう言いかけて、紗英に注意できる立場でもないことを思い出し、とりあえずは口を噤む。

　紗英の部屋は彼女の言ったとおり、シングルサイズのベッドに、小さめのソファを置いても窮屈さを感じない程度のゆとりがある、居心地のよい空間だった。

　待っている間の宮川は、ファブリックやインテリアなどをついチェックしてしまった。紗英がどんなものを好んでいるのか知りたかったのだ。

　部屋を見回すと、ブルー系のものが多かったが全体的にはシンプルなもので整えられている。

　宮川が今座っているソファだけが、モノトーンの水玉やストライプ柄のパッチワーク生地が張られているデザイン性の高いもので、部屋の主役と言える。

　紗英の職場は家具メーカーで、雰囲気から察するにこれは自社のものだろう。

　昨日着ていた服が、フェミニンなワンピースだったから、家の中もかわいいもので溢れているのかと想像していたが、どうやら違ったようだ。

　洗面所で着替えや化粧をして出てきた紗英もまた、昨日の印象とは別のものだった。

　ロールアップしたデニムパンツに、白いシャツというシンプルなカジュアルスタイルだが、親しみやすさと自然なかわいさが溢れている。

　化粧は薄く、髪はシュシュで緩くまとめ、片方の横髪だけ少したらしているラフさもいい。

　ただ着替えてきただけの姿に魅入られ、じっと見つめていると、紗英は気恥ずかしそうに言った。

「昨日はなにを着ていいかわからなくて悩んだんです。こっちがいつもの服装です」

「きっと紗英ちゃんは、どんな服を着ても似合う」

　よそ行きワンピースでも、気張らないデニムパンツでも、ビジネススーツでも、トレーニングウェアでも、たぶん宮川にとってすべてが新鮮で美しく映る。

　客観的に見ても、彼女はかなりの美人だ。それなのに褒められ慣れていないのか、紗英はごまかすように別の話題に切り替えてきた。

「先輩……あの、なんで『ちゃん』付けなんですか？　私のことをそう呼ぶ人あまりいないんです。仲のよい友達はみんな紗英って呼び捨てにします」

「それならなおさら、俺は『紗英ちゃん』って呼びたい。あと図々しいお願いだけど、そろそろ『先輩』はやめてくれないか？」

　弟と同じ呼び方より、自分だけの呼び方のほうがいい。それに紗英にも自分の名前を呼んでほしい。

「律くん……」

　紗英は小さな声で、宮川を呼んだ。

　ものすごい威力だ。身体の芯がかっと熱くなるような感覚に襲われる。

　どうしてこんなにも、彼女は自分にとって特別なのだろう。

「本当は君に伝えたいことがあるんだけど、まずは敦と話してからにするよ」

　キスをしたい衝動を抑え、宮川は「行こうか」と紗英を外に誘う。

　紗英が近所に午前中からやっているカフェがあると言うので、二人は徒歩でそこへ向かった。

　サラダと、紗英のおすすめのフレンチトースト、それに紅茶をゆっくり堪能してから、もう一度マンションの前まで送り届ける。

　紗英は別れの挨拶の前に不安げな顔を向けてきた。

「先輩。大丈夫ですよね？」

　敦と話をしてくると言ったから、そのことを心配しているのだとわかる。

「ああ、大丈夫だ。夜にでも連絡するから、待っていてほしい」

　過去は変えられない。それでも先に進むには、つけるべきけじめがある。




　敦の住んでいる家を約束なしに訪ねた時間は、午後三時。

　これでも友人との結婚パーティーのあとということを最大限に考慮し、我慢に我慢を重ねての時間だった。

　社交的な敦は、今は企業の営業として活躍している。結婚と同時に郊外に戸建て住宅を購入し、そこを新居としていた。

「お義兄さん……どうしたんですか？」

　宮川がインターフォンを押すと、敦の妻となった女性が驚きつつ出迎えてくれた。

　交際歴三年ほどで結婚に至ったようだが、宮川個人はこれまで数度、実家の両親と共に顔を合わせた程度だ。

　なので親しいとは言えない関係だが、相手の女性について宮川はなんとなく「しっかりしていそう」という印象を持っていた。

「緊急の用事なんだけど、敦はいる？」

「二日酔いだそうで、一応起きてはいますけど……」

「ちょっと呼んできてもらっていい？　話があるから、一時間ほど連れ出したい」

　おそらく、紗英と別れてからここに至るまでの数時間で、再び膨れ上がっていた怒気を隠せずにいたのだろう。

　敦の妻はやや怯えながら、慌てはじめる。

「あ……あの、私、今から夕飯の買い物に行ってきますので、もしよかったらここでどうぞ。敦がなにかしたならしっかり叱ってやってください」

「そう、じゃあ遠慮なく」

　宮川は靴を脱いで、廊下の先にあるだろうリビングに向かう。

　敦の妻はよほどの危機を感じたのか、すれ違うようにバッグを持ってさっさと出ていった。

　リビングでは大きなビーズクッションに寄りかかり、テレビを見ている敦の姿があった。

「敦……」

「なに？　兄貴、突然来てどうしたんだよ？」

　二日酔いだと言っていたが、幸いにも話ができる状態のようだ。敦は寄りかかっていた体勢を起こす。

「だりぃ。とりあえず水飲みたい」

「ちょうどよかった。水なら、買ってきたんだ」

　立ち上がろうとした敦を制し、宮川は行きに買って置いたミネラルウォーターを袋から取り出し、キャップを開けた。

　差し出されるものと思い込んでいた敦が、「わるいね」とすっかり油断した顔で手を伸ばしてくる。

　宮川はそこで、ペットボトルをひっくり返し、敦の頭上から容赦なく水をかけた。

　なにが起きたのか理解できていない敦が大きく目を見開いた。そして次の瞬間、表情が怒りに変わる。

「──なにするんだよ！」

　ペットボトルを払いのけた敦は立ち上がり、そのまま宮川に殴りかかってきた。

　ボコッという音が鳴った気がする。

　宮川の、頬から唇のあたりに、敦の拳がヒットする。人間の本能なのだろうか、痛みと衝撃を感じたとき、相手を思いきり殴り返したい衝動に駆られる。

（でもダメだ……）

　昨日の夜、事実を知ったときにはなにがなんでも殴ってやるつもりでいた。たとえ弁護士のキャリアを失ってもいいという気持ちだ。

　でも紗英は、心配して引き留めてくれた。

　だから、ここで殴るのは彼女を悲しませることにしかならない。

　反撃をしてこない宮川の姿を見て、敦もそれ以上殴りかかってはこなかった。

　それでもまだ、怒りは収まっていないらしい。

「なんなんだよ！　いきなり血迷ったのか？」

「血迷ったのはお前だよ、敦。付き合っているなんて、どうして嘘を吐いたんだ」

「は？　なんの話？」

　宮川にとっては昨日のことのように思い出せるあの瞬間だが、敦にはこれだけでは伝わらなかった。

「今野紗英さんのことだ。お前の高校の同級生だった。付き合っていると、少なくともお前はそう言っていた」

「……兄貴、それ、いつの話してるんだよ？　ガキか？」

「いいから答えろ」

「……十年も前の話を掘り起こす必要を感じない。全部いまさらだ。……自分の年齢考えてくれ。あんなの時効だろう？　それに俺はされたことをそのまま返しただけだ」

「同じにするなよ！」

　同じではない。

　敦の中学時代の件は宮川にとって不可抗力だったし、気の多い相手とはさっさと別れて正解だった。あれが敦の人生を狂わせたとは、到底思えない。

　でも紗英とのことは……敦が嘘を吐かなければ違う未来があったはずだ。

　だから、敦の吐いた嘘と一緒にしてほしくないし、この感情に時効なんてない。

　宮川が鋭い目で睨むと、敦は罰が悪そうに視線を逸らす。

「……好きだったのは、本当だ。だから悔しかった。紗英は兄貴しか見てなかったから。兄貴はなんでも簡単に手に入れられるんだから、ひとつくらい奪ってもいいじゃないか。ただ悔しくて許せなかったんだよ」

「俺はお前を許せない」

　兄弟という関係が、簡単に切れるものではないとわかっている。

　仕事でも揉めている兄弟をいやというほど見てきたら、お互い思うところはあっても良好な関係でいたいと宮川は考えていた。

　でも、今日からはそれを改める。

　これ以上は争わない。代わりに歩み寄ることもない。両親のことで関わることがあったとしても、兄弟としてはこれまでだ。

　宮川は話は終わったと、そのまま立ち去ろうとした。

　床は水浸しになっているが、少量のペットボトルだし、ジュースやコーヒーではなくただの水だったことに感謝してほしい。

　自分の妻が戻ってくるまでに、気分の悪さをこらえて片づけ、必死に言い訳をすればいいのだ。

　背を向けた宮川だったが、敦は言い足りなかったのか背後から声を上げた。

「俺だって報いを受けたよ。あいつ、兄貴にフラれたせいで極度の男性不信に陥ってたから。だから友人でいるしかなかった。結局、本当の意味で兄貴から奪うことはできなかった」

「男性不信……？」

　その言葉にはっとなる。紗英は昨日まであきらかに経験がなかった。

　身勝手な宮川は、清らかな貞淑さによるものだと喜んでさえしまった。

　しかしそんな夢見心地な理由ではないのだとしたら──？

　どうして誘ったのかと、しつこいくらいに聞いてきた紗英はどんな心境だったのだろう。

「紗英は男を信じない。告白しても本気だと思ってくれない。冗談か、一時の気の迷いだとしか受け取ってくれない」

「……その原因が、俺なのか」

　宮川はさっと、血の気が引くような感覚に襲われる。

　彼女の傷は、きっとまだ癒えていない。理解してしまったら、罪悪感で押しつぶされそうだ。

「そうだ、兄貴のせいだよ。かわいそうに……。傷つけたのは俺じゃない。間違いなく兄貴自身の言葉だ」

　宮川は納得してしまった。

　一番罪深いのは嘘を吐いた敦ではなく、好きな人を酷い言葉で傷つけた、自分自身だったのだ。







５　もう一度はじまる恋








　朝別れたはずの宮川が、夜になって「会いたい」というメッセージを送ってきたときは驚いた。

　紗英が「いいですよ。いつ会いますか？」と返事を送ると、急に着信の音が鳴りはじめる。宮川からだった。

「もしもし？　先輩？」

　まだ慣れなくて、名前で呼ぶことができなかった。言い直そうか迷っているうちに、宮川の声が聞こえてくる。

『紗英ちゃん……ごめん、今すぐ会いたい。もう家の前にいるんだ』

　かすれた声だったから、なにか喜べないことがあったのだとすぐにわかった。

　敦に会いにいったはずだから、兄弟喧嘩になってしまったのだろうか？

　もうパジャマ姿になっていた紗英だが、着替える時間を惜しんで、すぐに宮川を部屋に招き入れた。

「先輩……殴られたの？」

　玄関先で、紗英は真っ先にそれに気づいた。

　彼の口の端が切れていたのだ。もう止まっているようだが、出血した痕跡がある。

　紗英は宮川と向かい合い、その傷に手を伸ばそうとしたが、触れる前に、宮川が紗英を強く抱きしめてくる。

「褒めてほしい。俺は殴らなかった。……先に頭に水はかけたけど」

　背の高い宮川が、紗英の肩にもたれかかって甘えてくる。まるで寂しがり屋の犬みたいだ。

　本人は深刻な気持ちでいただろうに、紗英はそんな宮川がかわいく思えた。……いや、愛おしいという言葉が、正しい。

　少しでも彼を癒やせたらと、紗英は宮川の後頭部を撫でてあげた。

　先に水をかけたと告白してきたから、挑発したのは宮川のほうなのだろう。だから、褒めていいのかはよくわからない。

　ただ、酷く傷ついた様子をどうにか癒してあげたいと思った。そんな気持ちが伝わったのか、宮川は回していた腕を緩めると、すがるように紗英の手を取り、握りしめてきた。

「どうしたら許してもらえるだろうか？　昔、酷い言葉で傷つけたことを。どうやったら償える？」

「許すとか、許さないとかじゃなくて……私は誤解が解けて、それだけで十分なんです。先輩が私のことを好きだったって言ってくれたから、救われました」

　この気持ちに偽りはない。

　過去があきらかになってからは、自分でも不思議なくらい宮川のことを信用している。

　きっともう彼に傷つけられることはない。そんな確信を持っている。

「お願いだ。今の俺を好きになってくれ。君のためなら、なんでもするから……」

　宮川は顔を上げて、せつなげに懇願してくる。

「先輩……私はあの頃、先輩といられる駅までの十分間も、おやすみなさいの一言で終わるメッセージも、全部大切でした。ただあなたの特別になりたかったし、そばにいたかった。放課後ハンバーガーショップでポテトをわけて食べたり、大人の目を盗んでキスをしたり……そういうことがしたかったんです」

　紗英はあえて、もしもの話をした。これは未練の精算だ。

　紗英がほんの少し後悔を見せると、宮川は心底落ち込んでしまう。紗英よりもよほど過去を引きずっていることが見てとれた。

　だからこそ全部吐き出して、過去は過去として終わりにしなければならない。そんな気持ちを宮川にぶつける。

「でも、もしあの頃恋人同士になっていたら、ケンカしてお別れしていたかもしれません」

「君とケンカになる気がしない」

「そんなことないですよ。私が高校生で、先輩が大学生で、先輩の周りにはきれいな大人の女性がいっぱいいて、きっと私は嫉妬して不機嫌になって、先輩を束縛して嫌われて『もういやだ、私以外の女の子とは絶対に話さないで！』ってわがままを言うんです」

「なんだそれ、かわいすぎるだろう」

　そこでようやく、宮川が吹き出すように笑ってくれた。そのままおでこを合わせてきて、今すぐにでもキスができる距離になる。

　紗英はキスをもらえることを期待しつつも、もう少しだけ待ってと彼の唇に指先を当てる。

「ちゃんと聞いて。だから……今だからいいことも、きっとあるはずです。先輩が過去にこだわるなら、私は先輩の気持ちを疑ってしまいます。贖罪の気持ちからくるものならいりません」

「償いたい気持ちは確かにある。資格がないから、君の前から消えるのが正しい選択だということもわかってる」

　紗英は反射的に首を横に振った。宮川が自分の前からいなくなってしまうのは嫌だ。

「でも、無理だから会いに来たんだ。どうしても一緒にいたい。俺の恋人になってほしい。……今だからできることを君とたくさんしたい」

「私も、先輩と今できることをたくさんしたいです」

「じゃあ、名前を呼んで」

「律くん。……私の恋人になってください」

　答えは、待ち望んでいたキスで返ってきた。

　初恋の成就に相応しい、啄むだけの優しいキスだ。

　この先のことはまだわからない。でも十年たっても彼しかいないのだから、きっと、この人が自分にとっての最初で最後の恋人になるのだろうと、紗英はそう確信していた。
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　友人の優梨と会社帰りに待ち合わせをしたのは、翌日の月曜日のこと。

　お互いの職場の中間地点にあるいきつけの洋風居酒屋で、仕事終わりに落ち合った。

「あのね、優梨に報告があるの……」

　紗英はビールで乾杯をしたあと、さっそく話を切り出す。

「ふふん。前回のデートの話でしょう？　その顔は上手くいったってことね」

「うん。付き合うことになった」

「やったね、おめでとう。相手は？　どんな人？　仕事で出会ったの？」

「あのね、うちの会社の顧問弁護士になった先生なんだけど……」

「おお！　弁護士」

「その……宮川律先輩」

「え？　あの宮川先輩？　敦のお兄さんの？　だって、あの人昔紗英のこと……」

　優梨は怪訝な顔をする。彼女には、宮川と紗英の間の出来事を話しているから当然の反応だった。

「いろいろあって誤解だってわかったの。それでいろいろあって付き合うことになった」

「いろいろね……詳しく聞こうじゃないの」

　優梨に促されて、紗英は宮川との再会からここに至るまでのことを彼女に語った。

　さすがに敦の嘘についてはつまびらかにできず、ただ紗英が別の相手と付き合っているものと思い込んでしまったことが原因だったと説明した。

「それで、お泊まりのほうはどうだったの？」

「あの……、それは」

　優梨の耳元に顔を近づけて内緒話にした。

「痛みで私が怖じ気づいたから、途中まで……」

　失敗談を語るのはかなり恥ずかしい。こそこそと告げると優梨は持っていたグラスを置いて、天井を仰ぐ。

「ああ、なんかもう遅れてきた青春って感じがすごいわ。心が洗われる。紗英はそのままでいなさい」

「変わらなくていいのかな？　ちゃんとできるように努力したいんだけど……」

　それは別に、セックスのことだけではない。

　交際のしかた全般について、なにが最適か、なにが正しいのかわからないことが多すぎて不安がある。

　人は、大人になってからのほうが失敗を恐れるようになるのかもしれない。

「ねえ、優梨。この年齢の恋人同士ってどれくらいの頻度で連絡して、どれくらいの頻度で会うものなの？　デートってどこにいけばいい？」

　今日優梨と会いたかったのは、報告だけではなく相談もしたかったというのが本音だ。

　真剣に尋ねると、優梨は「うーん」と少し考えてから口を開く。

「私さ、学年も違ったし接点なかったから、宮川先輩のことってよくわからないんだよね。淡泊なの？　それとも束縛屋なの？　それによって違うでしょう。……ねえ、いいこと思いついた。先輩をここに呼んでよ」

「え、無理だよ。忙しいだろうし」

「連絡だけしてみたらいいじゃない。彼女なんだから」

「でも……」

　迷いを見せていると、ちょうどテーブルに置いてあった紗英のスマホが震えた。

　画面表示に通知が出ている。

「あっ……先輩からだ」

「お誘いかな？　お誘いだったらとりあえずここに来られないか聞いてみて。短い時間でいいからって」

「うん……わかった」

　アプリを開いて、まずは宮川から届いたメッセージを確認する。

『会いたい』

　昨日とまったく同じ一文が送られてきていた。
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　土曜日に会って夜を一緒に過ごし、日曜日の朝別れたのにまた会いに行き、そして月曜日の今日……宮川は迷っていた。

（毎日会いに行ったら、重すぎるし迷惑だよな？）

　宮川は紗英のことをなにも知らない。

　たとえばいつもどのくらいの時間に帰ってくるのか、仕事終わりはなにをして過ごすのか、夕飯はどうしているのかなど。

　自分の仕事は、勤務時間は激務と言われるような職種より断然少ない。

　ただ、クライアントあっての弁護士なので、望まれれば夜に予定を入れることもあれば休日出勤することもある。

　宮川の月曜は比較的忙しく、午前中はクライアントの企業と連絡をとるなど事務ワークがメインで、午後からは企業を訪問していることが多い。

　今日はたまたま最後の訪問先で行われた会議がスムーズに終わり、時間に余裕ができたのだが、そうなるとたまらず紗英と連絡を取りたくなってしまう。

　どのタイミングでメッセージを入れようか？　思い悩んだ宮川は自宅方面への電車に乗ったはいいが、降りるべき駅を通り過ぎ、ふたつ先の紗英のマンションがある駅までやってきてしまった。

「まずいな……これだと待ち伏せだ」

　ホームから階段を下りながら、思わず独り言を吐き出してしまった。

　予定があったとしたら、呼び出すのは気が引ける。

　もしここで紗英が帰宅しようとしている姿を確認できたら、素直に連絡をして会いにいけそうな気がした。

　改札を出た宮川は、家路を急ぐたくさんの人たちの中に紗英の姿がないか探す。

　そうしているうちに、紗英ではなく別の人物の姿が目に入ってきた。

（あの男……）

　それは昨日の朝、紗英のマンションで会った隣人の山田という男だ。

　誰かと待ち合わせしているのか、しばらくきょろきょろとあたりを見回したあと、山田は柱のあたりで立ち止まる。

　宮川はなんとなく気になり、山田に存在を気取られないよう、死角になりそうな別の柱の陰に身を潜めた。

（なんだろう……嫌だな。俺と行動がかぶっている気がするんだが……）

　もし山田を先に見つけなければ、宮川こそあの柱で立ち止まり紗英が通りかかるのを待っただろう。

　山田は三十分以上、そこにいた。そうして腕時計を確認し、残念そうに肩を落としながら、マンションがある方角へと消えていった。

（……俺が気にしすぎなのか？）

　二度すれ違っただけの人物を怪しむのは、あまり論理的ではないとわかっている。

　ここは山田の自宅もある場所だから、遭遇するのは当たり前で、むしろ宮川のほうがよほど怪しい行動をしている自覚もある。

　山田が消えてしばらくたってから、証拠もなく人を疑うなと自分に言い聞かせてみたがだめだった。

　どうにも不安が拭えず、もし紗英がもっと早い時間に家に帰宅していて、これからまさに山田の訪問を受けたらなどと想像したら、いてもたってもいられない。

『会いたい』

　ばかのひとつ覚えのように、この一文を紗英に送りつけてしまう。

　すぐに既読が付いて、紗英から返事が届く。

『実は今、親友と飲んでます。彼女に先輩を紹介したいんですが、こちらに合流しませんか？』

　紗英の交友関係を把握できるのも、友人に恋人だと紹介してもらえるのも、喜ばしいことだ。紗英は二人の関係をオープンにしてもいいと、そう考えてくれたのだろうから。

　宮川はすぐに了承の返事をし、再び電車に乗って紗英が友人といる場所へと向かった。




　指定された洋風居酒屋に入っていくと、カウンター席に紗英とその友人らしき人物が座っていた。

「先輩、こっちです。お呼び立てしてしまいすみません」

「いや、夕飯前でちょうどよかった」

　近づいていくと、紗英は宮川の口元を注視してきた。

　昨日、敦に殴られた場所だ。

　敦は二日酔いだったから、拳の威力はたいしたことはなく、痣になったり腫れ上がったりすることはなかった。

　まだ口の端が少し切れているが、乾燥や不摂生のせいで荒れているだけとごまかせる程度になっている。

　紗英はそれを確認できたのか、ほっとした顔で微笑んでくれた。

（もし腫れ上がった顔で現れたら、どうするつもりだったんだろう）

　想像して宮川はおかしくなり、口元をほころばせる。

「今、視線で会話してなかった？」

　鋭く、そしてからかうように言った紗英の友人は、見覚えがある人物だった。

　直接会話をしたことはなかったが、十年前、学校で紗英とよく一緒にいた子だとわかる。

「先輩、こちら私の高校時代からの親友で柿沢優梨さんです。……優梨、こちらは宮川律さん。えっと……」

「うん、紗英の恋人の、ね？」

　宮川について説明するときに紗英が照れてためらうと、すかさず優梨が代弁してくれた。

　交際二日目にして親友から公認がもらえ、宮川はひとまず安堵する。

　夕食がまだだった宮川は、ビールといくつかの料理を注文し、皆で摘まみながら談笑をはじめる。

「普段、二人で遊ぶときはなにをしているの？」

　紗英についてリサーチしたいので、宮川はこれまでの二人の交友について尋ねていった。

　そこからショッピングに行ったときの話や、旅行をしたときの話を聞く。二人は海外旅行にも行ったことがあるようで、紗英は特にイタリアでの思い出をたくさん話してくれた。

　宮川は紗英と自分の旅行を頭の隅で計画しつつ、今度のデートではイタリア出身の画家達の美術展がないだろうかなどと考えを巡らせていく。

　優梨が話の流れを変えてきたのは、注文した料理を食べ終えたタイミングだった。

「実は紗英、宮川先輩とどれくらいの頻度で会えるのかわからなくて悩んでいるそうですよ」

「優梨！」

　きっと宮川がここにやってくる前に、二人で話していたことなのだろう。

　女性同士の秘密の会話を暴露され、紗英は慌てていた。しかし優梨は悪びれない。

「いいんだって、こういうのは本人に直接聞けばいいの。遠慮ばかりしてたら、気持ちがすれ違うものよ」

　優梨の言葉には、宮川もはっとさせられる。

　考えすぎからくる遠慮や、言葉にしないで勝手に相手の気持ちを推し量るのは、確かによくないことだ。もう間違いは犯したくない。

　だから宮川は、隠さず素直な気持ちを口にした。

「正直に言うと、俺は毎日でも会いたい」

「ほらね」

　優梨が紗英に向かってウィンクをすると、紗英は顔を赤くしてうつむいてしまった。それから「私もです……」と小さな声で同じ気持ちであることを表明してくれる。

「宮川先輩って、クールな印象だったから交際のしかたもクールなのかと思ってました。でも話していたら紗英に対しては違うんだなってすぐにわかったので、安心しました」

「ずっと安心していてもらえるよう、大切にするよ」

　これは優梨だけでなく、紗英本人にも伝えたい気持ちだ。

　紗英は慣れていないのか、耳まで真っ赤にしてますますうつむいてしまった。

　そして、逃げるように「ちょっとお化粧室に行ってきます」と席を立ってしまう。

「キャパオーバーみたいですね。でも、紗英にはあれくらいはっきり言わないと通じないので、これからも遠慮なくどうぞ」

　宮川は優梨と二人になったタイミングで、紗英について気がかりなことを彼女に聞いてみることにした。

「柿沢さん。これまで彼女は、誰かにつきまとわれているなんてことはなかった？」

　山田について知っているかどうか、まずは優梨に探りを入れてみる。

「私が知る限りでは……ないはず。もしあっても紗英は認識できないんじゃないかな？　私達は高校までしか一緒ではないので、基本的に紗英の話を聞くだけなんですけど、あの子は自分がかなりの美人だと知らないくらいですから」

「嘘だろ……」

　宮川は唖然とする。紗英は魅力的な女性だ。たぶん客観的にも目を惹くレベルの美人だ。好意を持っている宮川からするとそこに「めちゃくちゃかわいい」という評価も加わる。

　だからつい、優梨に疑いの眼差しを向けてしまった。

「本当ですよ。たとえば街を歩いていても、ナンパはセールスだと思い込んでます。芸能界のスカウトらしき声かけもあったけど、詐欺に違いないと名刺を捨ててました。告白は本気ではなく、誰でもいいうちの一人だと決めてかかってるくらいです。だから、本人から困ってるって相談されたことないんです」

　具体的に説明されると、その情景が浮かんでくるようだった。

（これも、きっと俺のせいなんだろうな……）

　自分に自信が持てないから、「そんなわけない」と遮断してしまう。彼女の感性をねじ曲げてしまったのは、十年前の宮川だ。

「そうか……よくわかった」

　だが、不安は増している。紗英は山田に好意を寄せられているとは思ってもいないだろうが、最初に鉢合わせしたときから、ほぼ確信がある。

　山田はきっと紗英のことを、そういう目で見ている。

　元上司がマンションで偶然隣人同士になるなんて、奇跡に等しい。

　このまま見過ごすことはできないと、宮川が決意を固めたところで、紗英が化粧室から戻ってきた。

「紗英、お帰り。じゃあそろそろお開きにしようか？」

　付き合いたての恋人たちのために気を利かせてくれた優梨により、短い時間で解散することが決まる。

　店を出ると、地下鉄を利用する優梨とすぐに別れ、宮川は紗英と自分たちが利用する駅のほうへと歩き出す。

「家まで送るよ」

「でも、もう遅いですし……明日もお互い仕事ですよね」

「送りたいんだ。どうしても送らせてほしい。できるなら泊めてほしい。紗英ちゃんのマンションは人を泊めるのは禁止？」

　一応弁護士という職業上、ルールは極力遵守したい。単身者用マンションによく設けられている規約を、念のため紗英に確認した。

「いえ、三日以上連泊で誰かを泊める場合は届け出と許可が必要で、一日なら……」

「じゃあ、いいよね？」

　表情から、紗英が嫌がっていないことを読み取り、宮川は同意しか求めていない確認を取った。

「ベッド、狭いのに……」

　客用布団を敷くとか、どちらかがソファで寝ようという提案をされないことにほっとする。

　幸いにも飲んでいた場所が都内有数の繁華街だったため、深夜営業をしているディスカウントストアに寄ることができた。

　そこで自分用の着替えとアメニティを購入し、電車に乗ったのは二十二時。二十分で紗英のマンションがある駅まで到着すると、ここへきてまた山田のことを思い出した。

　紗英に直接確認すべきことがある。宮川はなるべくさりげなさを装って切り出した。

「そういえば、あの隣人の山田さんだっけ？　もしかして帰りに駅で偶然一緒になることはない？」

　紗英は並んで歩いていたが、どうしてそんなことを聞くのかと少し不思議そうにしながらも、答えてくれる。

「……ええっと、週に何度か偶然一緒になります」

　ああ、やはり……と、宮川は自分の懸念が当たってしまったことを残念に思った。

「それ偶然じゃないよ、きっと」

「……？　どうしてわかるんですか？」

「あ……、えー……、男の勘？　って言いたいところなんだけど」

　そこで宮川は悩んでしまう。

　勘なんて曖昧なものだけで、紗英が納得してくれるだろうか。……たぶんしない。現に今、紗英は頭の中が「？」マークでいっぱいになってしまっていそうだ。

　だから正直に告げるしかない。

「引かないでほしいんだけど」

「引きませんよ」

「今日、紗英ちゃんをこの駅で待ち伏せしようとしたら、同じような動きをする山田さんに遭遇したんだ。十九時まで駅前にいた」

「待ってください。どうして先輩が私のことを待ち伏せなんて？」

　その部分はできれば流してほしかったが、紗英はそちらのほうが気になったらしくおかしそうに笑いながら問いかけてきた。

　宮川は羞恥で赤面しそうになるのを必死に押さえながら、言い訳をする。

「会いたかったけど忙しかったら悪いと思った。……それで気づいたら駅に来てしまったんだ。それより真面目な話だ。どう？　山田さんのことは心当たりない？」

「寄り道をすることもありますが、特別な残業がなければ、確かにその時間あたりに帰ってきます。……でもそうですね、毎日同じ時刻の電車で一緒になるわけじゃないんです。山田さん……大抵改札を通過してしばらくしたあたりで、後ろから声をかけてきます。……え、待ち伏せされていたの？」

　紗英は一度だけ後ろを振り返る。今夜はいないことを確認したくなったようだ。

　もしもこの推測が合っていたらどうしようと、怯えた顔になってしまう。

「君に近づきたい男は、君が思っている以上に多い。それを忘れないで」

「はい。わかりました」

「手を繋いで帰ろうか？」

　宮川は紗英を安心させるように、しっかりと手を繋いだ。

　あの頃の帰り道では、一度も繋ぐことができなかった彼女の手だ。
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　部屋にたどり着いたら、そこはもう二人だけの世界になった。

　玄関先でキスをしてしまうのが、癖になっている。こらえ性のない宮川がいけない。

　待ち焦がれすぎて、靴だけ脱ぐと激しく彼女の唇を貪った。

　薄く開いた唇に舌を入れ、自由に追いかけ回す。紗英の吐息が熱くなっていると、宮川の本能が騒ぎはじめる。

　紗英はキスに溺れ、足が崩れ床に尻を付けた。それでも宮川は口づけをやめなかった。膝をつき、紗英の顎を上に向かせて覆うように塞ぐ。

　目を開けると、紗英が潤んだ瞳でこちらをじっと見つめていることに気づく。

　もっと乱したい。もっと夢中にさせたい。それに──。

「同じように、返してくれないのか？」

　多くを求めすぎてしまうのは、いけないことだろうか。

「舌、出して……」

　そう要求すると、素直な紗英は懸命に舌を出してくる。宮川はすかさずそれを吸い上げ、自分の口の中に彼女の舌を迎え入れる。

　後頭部にしっかりと手を回し、出ていくことは許さないという意志を伝えたら、紗英は拙い動きで舌を動かしはじめる。

（やばい……）

　自分が攻められていると、これほど追いつめられた気分になるなんて知らなかった。

　紗英は遠慮がちに舌を絡ませてきたり、上顎に這わせたりしている。

　宮川は一度唇を離し、自分が尻を床に付け、彼女を抱き上げるようにして足をまたがせた。二人の体勢が入れ替わり、今は紗英が宮川を見下ろしている。

「紗英ちゃん……」

　紗英からの口づけが欲しい。

　期待の眼差しで、紗英を見つめる。

　すると紗英は、邪魔にならないよう片方の横紙を耳にかけ、ゆっくり顔を近づけてきた。

　紗英がくれたキスは、ふんわりと重なるだけのものだった。

　それだけでも宮川は幸福感に満たされるのだが、欲張ってまだ足りないと訴える。

　紗英は困った顔をしていたが、すぐにもう一度口づけをくれた。

　長い口づけだ。宮川が意識して口を開くと、今度は誘導せずとも紗英から舌を入れてくる。

「ぁあ、……せん、ぱ……い」

　とろんと溶けてしまいそうな瞳で、紗英が宮川の口の中に舌を這わせている。行為に没頭しはじめた紗英の動きは、どんどん深く激しいものになって、宮川は悶え、うろたえた。

　キスだけで、下半身にある欲望のはけ口が、痛いくらいに主張してしまっている。

　そこで宮川は、わずかな理性を働かせた。

「……風呂、俺が先に入ってきていい？」

　紗英が呼吸を整えようと口を離したタイミングで、そう尋ねる。

　どうして、順序を守らなかったのだろう。風呂に入ってからすべてをはじめればよかった。

　今、宮川の身体は完全に火が着いている状態だ。できるならば、このまま冷たい床の上でもいいから、ことに及びたいくらいだ。

　でも、それではきっと紗英に喜んでもらうことはできない。前回のように自分の欲望をぶつけるだけの乱暴な行為はしたくない。

　紗英はまだキスの余韻さめやらぬ顔で小さく頷き、立ち上がった。そして宮川を風呂場まで案内してくれる。

　宮川は、昂ったままの部分をなるべく隠しながら紗英のあとに続き、身体を洗いながら一度だけ欲望を吐き出してしまった。

　こんな余裕ない姿は、紗英に見られたくない。

　性欲が自分でコントロールできなくてこっそり処理するなんて情けないが、十代の頃に戻ったみたいで楽しい気分にもなった。




　順番に風呂に入り、テレビを見るでもなくそのまま同じ布団に入ったのは二十三時半。

　このまま眠る気はまったくと言っていいほどないのだが、電気を消したタイミングでなんとなく二人とも「おやすみ」を口にした。

　シングルサイズのベッドは、大人二人が離れて眠るほどの広さはない。横向きに向かい合うと、宮川は、紗英を自分の腕で包むように抱いた。

　腕の中の紗英が、緊張と警戒からか身を縮こめている。

「そんなにガチガチにならなくとも……」

　かわいくて思わず笑ってしまう。

　すると紗英は、宮川のウェアを引っ張ってきた。

「……私、先輩としたいんです。……でも、また失敗したらどうしよう」

「あれは紗英ちゃんではなく、俺が下手くそだったんだ。このままだとかっこ悪いから、挽回のチャンスをくれないか？」

　かかっていた毛布を頭までかぶせて、紗英と二人で中に潜り込んだ。

　暗闇の中、手探りで紗英の輪郭をたどり、両頬を手で挟むようにするとそのまま軽く口づけた。

「大丈夫。今日は途中までにしよう。もう痛い思いはさせない。……じっくり時間をかけて慣れてほしい。次に繋がるときは二人の記念として最高の思い出になるようにしたいから」

　紗英が喜んでくれそうな場所に行き、彼女になにか特別なものをプレゼントして……場所は、夜景が見えるシティホテルと、誰にも邪魔されないような海辺のリゾートホテルとどちらがいいだろう？

　想像力を膨らませてみるが、本音ではこうやって狭い布団で隠れるように触れ合うのも悪くないと思っている。

　紗英の隣にいられるだけで、幸せだ。

「先輩……」

「また呼び方が戻っている」

　紗英は今日まだ宮川を名前で呼んでいない。友人の前ではしかたないことだと容認したが、二人きりのときは違う。それが宮川のささやかな願いだ。

「律くん。……んっ」

　名前を呼んでもらえた瞬間に、宮川は嬉しさが溢れ紗英にキスをした。

　身体を密着させながら、彼女の吐息が乱れるまで何度も何度も……。この愛おしさが彼女に少しでも伝わればいい。

　紗英が宮川の首に手を回してくる。互いの身体がさらに密着し、自然と肌を擦り合わせるようになっていた。……心地よくて、たまらない。

　二人は布団の中で、息を乱しまさぐりあった。

　宮川は身体の間に手を差し入れて、紗英の胸のあたりに触れていく。

　どうして彼女の身体は、これほどすべてが柔らかいのだろう。特に唇と胸の柔らかさは罪なレベルだ。

　ずっと触っていたい。

「律くん……あの、私……」

　紗英が恥ずかしそうに、でもじれったそうにしている。

　服の上からでは物足りなくなったのだとわかった。慣れていない彼女はきっと、どうしていいのかわからないのだろう。

　紗英の求めていることなら、なんだってしてあげたい。

　わざと追いつめるようにじらしたり、意地悪なことはもう二度としないと自分自身に誓っている。駆け引きだって必要ない。

　服の下に手を入れて、彼女の胸にまっすぐ手を伸ばす。下着は夜用のものなのか、フックを外さなくとも簡単にずらすことができた。

　解放された紗英の胸に、直接触れる。風呂から出てすぐだからか、いつもより体温が高い気がする。

　そんな些細な差を気づける関係でいられることは、宮川にとっての奇跡だ。

　宮川は紗英に気持ちよくなってもらいたい一心で、彼女の身体を愛撫する。

　感じやすいかわいらしい乳頭を指先でいじると、たちまち立ち上がってくる。それをきゅっと摘まめば、紗英は快感でびくっと身体を震わせていた。

「んっ……あっ」

　小さな嬌声を漏らした紗英は、宮川から唇を離してしまう。名残惜しいが、乱れた声が聞けるならこれも悪くない。

　宮川は、唇の代わりに首筋に吸いつきながら行為を続けた。

　美しい彼女は、首筋も魅力的だった。

　その細くて頼りない首筋を前にすると、宮川には獰猛な雄の欲が湧き立ってくる。

　食らいついて、自分のものにしてしまいたい衝動だ。

「紗英……紗英ちゃん」

　それでも宮川は、必死に自身の情欲を押さえ込んだ。痛みなど与えないよう、舌先を肌に滑らす。

「んっ、ああっ、……せん、ぱい。んあっ、気持ちいい」

「もっとしていい？」

　問うと、紗英はうんうんと頷いてくれる。

　無意識なのか、もじもじと自身の足を擦り合わせていることに、宮川は気づいていた。

　傷つけないよう、怯えさせないよう、慎重に指先で触れていく。

　紗英のショートパンツのウエストのあたりから手を忍ばせて、下着の隙間から薄い和毛のあたりを撫でる。

　そして割れ目にそって指先を滑らせた。そこはすでに潤っていて、彼女が宮川との行為に興奮してくれていたのだとわかる。

　何度も指を往復させたあと、かわいらしい突起を探り当てた宮川は、そこを擦り上げた。すると、紗英はたまらず嬌声を漏らす。

「ふぁっ、……んっ、そこ、強い。あ、んっ」

　この前はここを口で吸い上げただけで、強い衝撃を受けたかのように身体を反らせて、達していたようだ。

　もしかしたら彼女は、自慰行為すらあまりしてこなかったのかもしれない。だからゆっくり慣らしていかないといけない。

　強くしないようくるくると突起をいじると、快感をやり過ごすよう、宮川のウェアにいじらしく縋りついてくる。

「舐めたい。舐めてもいい？」

　この前のように、達してもらいたい。そんな欲望を思わず口にしてしまうと、紗英は首を横に振ってくる。

　舐められるのは好きではないのか？　だったら彼女によくなってもらうには、ほかにどんなことができるだろう。

　宮川が攻めあぐねてしまったところで、紗英がまたウェアを引っ張ってくる。

「……律くん、私も律くんに触りたいからこのままでいて」

　宮川は思わず息をのんだ。

　いったいどこに触るつもりなのか。期待が膨らみそれだけでどうにかなってしまいそうだ。

「触ってくれ……」

　彼女から触れてくれるのを待つつもりだった。しかしつい紗英の手を取って、今、自分が一番触れてほしい場所に導いていた。

　服越しだが、紗英の指先がそこに届く。興奮してはちきれそうなほど昂っている陰茎は、少しの刺激にピクリと痙攣を起こす。

「やばっ……。気持ちよすぎる」

　宮川は、紗英の鎖骨のあたりに吐息を吐き出した。

「律くん、ちゃんと教えて？」

　紗英は嬉しそうに声を弾ませていた。探究心のある彼女は、男が……宮川がどうしたら感じるのか知りたいらしい。

　まるでさっきのお返しとばかりに、今度は紗英が宮川の服の中に手を入れてくる。彼女の細い指先が、宮川の欲望に直接触れた。

　してもらうことに夢中になってしまった宮川は、愛撫を忘れ、手を重ね、自分のための行為をはじめる。

「こうやって、上下に……そう、ああ、いい」

「律くんの、すごく熱い。大丈夫？　痛くない？」

　紗英がこちらを気遣うように問いかけてくる。紗英には余裕があって、宮川にはない。すっかり甘受する側に回ってしまっていたのだ。そのことに気づき、我に返る。

　宮川はゆっくり紗英から手を離し、自分の快楽を優先してしまったことをごまかすようにちゅっと口づけをしなおした。それから額と額をくっつける。

　紗英の着ていたルームウェアのショートパンツを取り払い、ショーツの隙間からもう一度彼女の秘密の場所に触れていく。

　その間も紗英は、懸命に宮川のものを刺激し続けていた。

　戯れのようなこの行為を、紗英がどんな表情で続けるのか、一秒だって見逃したくない。

「じっと見ないで、恥ずかしい……」

　紗英は視線を逸らしてくるが、足下を見たせいで自分がどんな淫らな行為をしているのか、直視することになっただろう。

　ただでさえ赤くなっていた彼女の耳と頬が、これ以上ないほど鮮やかに染まる。

　宮川も、紗英に自分の欲望の塊を見られていると思うと落ち着かなくなり、あきらかに鼓動が速くなった。

　紗英の手の中で、宮川の昂りはピクピクと小さな痙攣を起こし、先端を濡らしている。

（だめだ。俺が……）

　彼女の吐息を感じながら、もっと大胆に触れた。

　入り口のあたりで円を描くと、とろっとした蜜が零れていく。

　その零れた蜜を指先に絡め、宮川は彼女の中に指を進めていった。傷つけないよう慎重に……徐々に中へ。

「ふっぅ、律……くん」

「紗英ちゃん、いい？」

　問いかけると、紗英は小さく頷いてくれる。

「律くんも、気持ちいい？」

「……ああ、とてもいい」

　二人とも息が弾んでいる。うつむいていた紗英が視線を戻してきたから、至近距離で絡み合い、それを合図にして啄むようなキスをした。息もままならない苦しさが、不思議と感情を煽ってくる。

　紗英に触れられると気持ちよくて、自分がしてもらった分を倍にして返さなければと、そんな衝動に駆られていく。

「もう一本、入れていい？」

　指を二本に増やすと、膣がぎゅっと締めつけてくる。まだ少しきつそうだ。

「あっ……気持ち……いい」

「うん。もっと中で気持ちよくなれるようになって……」

「もう、すごい。律くんの指が、私の中に……すごくいい」

　紗英が宮川の昂りをしごく動きは、いつの間にかほぼ止まっていた。

　だが、彼女は感じるたびに指先に力を込めてくる。ただ握られているだけの状態だが、宮川が与えている快楽の強さを、直接共感できてたまらなく興奮する。

「もっと乱れて……すごい、かわいい」

　さらに指を奥へと進めながら、開いた唇に舌を差し入れる。

　どうして紗英との行為は、これほどまでにじれったくて気持ちがよいのだろう。

　本音では早く紗英と繋がりたい、自分の欲望を彼女に受け止めてもらえる瞬間を待ち望んでいるのに、こういう我慢は悪くないと思えてしまう。

「んっ……んっ、ああっ」

　奥の上のほうがいい場所なのか、指の腹で擦り上げると紗英はキスの合間に嬌声を漏らす。紗英が片方の足を上げて、宮川の腿の上に絡めるように乗せてきた。

　まるでねだっているような、煽っているような動きに、喜びが増す。

　もっと、奥まで──指が届く限界まで入れて、中を探る。激しく抜き差ししながら、膣壁を刺激していけば、紗英の中からどんどんと淫水が溢れてきて、宮川の手をしとどに濡らした。

「あっ、待って……ダメ、なんか変。律くん、あっんん」

「イケそう？　大丈夫、このまま……もっと欲張って」

　膣壁が、びくびくと震えだしている。紗英の腰が揺れている。絶頂が近いと感じ取った宮川は、さらに追い込むように自分の親指の腹を、彼女の花芽にわざと当てた。

　すると紗英は耐えられないとばかりに、宮川の陰茎を握っていた手を移動させ、胸に縋りついてきた。

「ひやっ、律くん……あっ、もうだめ、私、イッちゃうから……ふぁ、ああ──」

　びくびくと、膣壁と腰を震わせながら大きな嬌声を上げた。

「律くん……律くん……」

　達することになれていない紗英は、まだ混乱ぎみだ。

　宮川は、ここからもっと貪欲に愛したい気持ちを抑え、彼女の中から指を抜いて、労るように抱きしめた。

「気持ちよくなれた？」

　問うと、腕の中の紗英はこくこくと頷いて答えてくれる。

「よかった……じゃあ今夜はこのまま休もう」

　宮川は己の冷めやらぬ興奮を紗英から隠すよう、ずれていたボトムスのウエストをさりげなく直そうとした。しかし見つかってしまい、紗英は動かした手を止めて上目遣いに宮川を見つめてくる。

「あの……律くん、口でする？」

「え？」

　それは、思ってもみない提案だった。

「律くんに我慢してほしくない。教えてもらえればできるから」

「そう言ってもらえただけで嬉しすぎて、どうにかなりそう」

　紗英が、果てていない自分のことを気遣ってくれたのだ。

　気持ちだけでも嬉しいのに、紗英はすぐに実行してみようともぞもぞと動き出す。

「待って。ダメだ……順番があるから。紗英ちゃんが俺とのセックスで気持ちよくなれるようになってからしてもらうよ。でもちょっとだけ手伝って。きっと二人でよくなれる」

「どうするの？」

「裸にしていい？　中に入れないけど、裸で抱き合いたい」

「うん……」

　宮川は被っていた布団を足下に追いやって、すでに乱れていた紗英の服を、全部脱がせた。

　裸になった彼女を仰向けにすると、自分も服を脱ぎ捨てる。

　膝を閉じた状態で、紗英の足を持ち上げ、濡れぼそる紗英の秘所に己の屹立を宛がう。

　ぬるっとした淫らな感触。紗英が放った蜜が、宮川の昂りにまとわりついてくる。

　割れ目にそって硬くなった陰茎をスライドさせていくと、蜜が絡んでヌチュヌチュといやらしい音が響き渡る。

「紗英ちゃん……これいい？」

「うん、いい……なんか、ふわって……ああっ」

　昂りの先端が花芽に当たった瞬間、紗英は確実に反応してくれる。それが嬉しくて、何度も何度も、彼女の一番敏感な部分を狙って腰を動かした。

「んんっ、これ、私、また……」

「何回でもイってほしい。乱れた君を見ていると、俺もすごく興奮する」

　擦っているだけでこんなに気持ちいいのだから、中に入れたらどれほどのものだろう。想像するだけで煽られる。

　宮川が腰を動かすと、紗英の胸が淫らに揺れる。

　柔らかすぎて、左右に流れていってしまう胸がかわいくてしかたない。

　宮川の視線に気づいた紗英が、さっと自分の腕を胸の前で交差させた。

「じっと見ないで……」

　普段、丁寧な言葉使いをしてくる彼女が、ベッドの上では気安くなってくれるのもいい。宮川には、余裕がない証拠のように思えるのだ。

「どうしてそんなにかわいいの？　たまらない」

　宮川は、腰の動きを速めながら、自身を追い込んでいく。紗英の秘所に、腫れ上がった花芽に欲望を幾度となく押しつける。

「律くん……激しい、いっぱい擦れて……あんっ、いいよぅ」

「っ、もうだめだ。……出していい？」

「うん、出して、律くんも……一緒によくなって」

　許可が出た瞬間、ぞくっとした強い快感が襲う。限界だった。

　宮川は少しだけ身体を浮かせて、最後は自分の手で昂りをしごきあげ、紗英の腹に精液を放つ。

　なんとも言えない背徳感が、宮川の興奮を煽り続ける。風呂場でこっそり一回抜いておいたというのに、やたら量が多い。

　紗英のほっそりとした腹に飛び散った精は、今にも零れ落ちてしまいそうだ。

　白濁としたそれを、紗英は興味深そうに見つめ、そして指先ですくいあげてくる。

「やばい。ほんとに節操なくてごめん……」

　宮川は慌ててベッドサイドに置いてあったティシュを数枚手に取って、残滓の処理をした。

　紗英といると、十年前に戻った気持ちになる。「今だからいいことも、きっとある」と彼女が言ってくれたから、宮川もそのとおりになるよう、洗練された大人の恋愛をしたいと思っているが、上手くいかない。

　余裕なんてなく、彼女のことだけで頭の中が一杯になってしまう。そんなガキみたいな思考の自分が、この状況が楽しくてしかたない。







６　十年越しの結末








　宮川との交際は順調そのものだった。

　こんなに幸せでいいのだろうかと不安になるほど彼が優しいから、景色さえ輝いて見えるほど、紗英の気持ちは変化していた。

　毎日会いたいと言ってくれた宮川だが、火曜日の朝、彼の週のスケジュールを簡単に教えてもらったときは、現実として毎日会うのは難しいことに気づく。

　火曜日の今日、そして木曜の夜にも予定が入っているようだったから。

「迷惑じゃなかったら今日も夜、顔だけ見にきていいかな？　三十分だけでも。そのあとはすぐに家に帰るから」

　朝……紗英のマンションから出るとき、宮川はそう言い残していった。見送った紗英には少しの不安がよぎる。

（続かなかったら……どうしよう？）

　毎日紗英の相手ばかりしていたら、疲れてしまうのではないか。この関係が負担になって、面倒になってしまったら嫌だ。

　宮川に会えるのは確かに嬉しいが、そのうちに彼の足が遠のいてしまうのが怖かった。




　水曜日は二人で外食をした。

　お互いの仕事が終わってからだったので、ターミナル駅で会うことにして、先に到着した紗英はデパートでショッピングをして待っていた。

　しばらくして宮川から到着の連絡があったので、このままレストランフロアで食事をすることに決め、二人は落ち合った。

　選んだ店は、窯焼きピッツァで有名なカジュアルイタリアンだ。

　生ハムやオリーブが乗ったサラダ、マルゲリータピッツア、それにハウスワインを注文してシェアする。

「そうだ、紗英ちゃん。来週の土日、予定開けて置いてくれるかな？」

　食事の最中、宮川は何気なく来週の予定を告げてきた。確認を取らずとも、特別な用事がなければ二人は週末を一緒に過ごすだろう。

　今週末も映画に行って、そのあと宮川のマンションを訪問する予定になっている。

　来週末のことまで予告してきたのには、きっと意味がある。

「……はい」

　彼は具体的にはなにをするのか教えてくれなかったが、特別な夜を過ごすためのものだと紗英は理解した。

　最初の夜に中途半端な状態で終わってしまってから、宮川はとても慎重だ。

　今夜、お互いの家を行き来するのではなく外で食事をすることを選んだのも、その特別な日までの自制の意味があるらしい。

　宮川が紗英のために考えてくれているのは嬉しいが、実はすでに紗英にも自制が必要になっている。

　本当はもうとっくに、心の準備はできている。

　早く宮川との関係を深めたくてしかたない。

　月曜日の夜だって、してもよかった。思わず自分から、はしたなくねだってしまいそうだったくらいだ。




　食事を終え帰りに向かうとき、二人の間では一悶着が起きた。

「送る。送らせて」

「今日はだめ」

「だめじゃない、そこは譲らない。家には上がらない。でも部屋までは送りたい」

　基本的に紗英の希望を聞いてくれる宮川だが、これだけは本当に折れてくれなそうだ。

　紗英の家は宮川が主に活動している都心部から電車に乗ると、彼の最寄り駅よりふたつ先なのだ。立ち寄るだけでも、かなり時間を無駄にしてしまう。

　紗英は家に帰ったら、仕事のことはほとんど考えないし、もちろん業務を持ち帰ることはない。でも宮川は違う。

　彼との会話から、家でも仕事をしている気配を感じ取ることができた。だから、これ以上彼の時間を奪ってはいけないと考えていた。

　結局紗英は「いい」とも「お願いします」とも言わなかったが、お互いにケンカをする気もない。同じ路線なので、流れで付いてきたら拒否することもできなかった。

「律くん。送ってくれて、ありがとう」

　さすがに別れの挨拶のときくらいは、ちゃんとお礼を言う。紗英のためにしてくれていることはわかっているから。

「明日と明後日は、まっすぐ帰って家でゆっくり休んでね？」

　火曜日は宮川に夜の予定があったのに、十時過ぎに訪ねてきた。

　忙しかったのか顔を見てすぐに帰っていったが、明日も同じことをしそうな勢いがある。だから、事前に止めて置いたのだが、宮川の顔が曇ってしまう。

「迷惑？」

　問われ、首を振る。

「私、飽きられたくない……。律くんが私といるのが面倒になって嫌われたら困るの」

「俺は、紗英ちゃんを束縛してしまって嫌われる心配は、一応……しているよ。一応ね。でも、俺が君を嫌うなんて、そんなことありえない」

「私だって、ない」

　紗英の宮川に対しての感情は、十年もの間蓄積され、ぎゅっと押しつぶしていたくらい重い。

　きれいな感情とは言えないのが残念だが、重さでは宮川に負けていないのだ。

「明日、昼間は入江産業に行くから、そこで会える」

　紗英は頷く。明日は紗英の会社に宮川が来ることになっている。

　宮川は結局、明日と明後日の夜については曖昧にごまかして去っていった。




　翌日。入江産業では、講師役に宮川ともう一人、インターネット上の取り引きに詳しい人物を招いて勉強会が行われた。

　模倣品違法販売問題の事前対策だ。

　主に家庭向けの家具を製作している入江産業だが、いくつかブランドを所持していて、その中にはデザイン性が高いことで人気のラインがある。

　幸いにも自社製品で被害が発覚したことはないのだが、最近同業種では被害が頻発していることから「自社商品が模倣されネット販売で売り出されている」という架空の事件でのトラブルシミュレーションが行われたのだ。

　紗英の今日の仕事は議事録の作成だ。人数が多いのでお茶出しはせず、すでにペットボトルのドリンクが机の上に用意されている。

　まずは担当者が架空の模倣問題の概要を伝え、講師がどうやって違法販売の監視をするかについてレクチャーしてくれる。

　そして会社が問題を把握したという流れで、宮川が意匠権の基本的な知識、権利が及ぶ範囲、対抗するために準備していくことを順序だてて説明してくれる。

　講師二人はたまに問題形式で質問を投げかけてくるので、社員は気が抜けない。

　ただ、宮川は時々冗談を交えながら進めていったので、緊張感の中にも笑いがあり、退屈さを感じずに時間は過ぎていった。

　この日、紗英は宮川と何度か目が合った程度で、個人的に会話をすることもなく勉強会は滞りなく終了した。

　そうして通常の業務に戻ったのだが、社長がなにやらご機嫌な様子で紗英に話しかけてきた。

「今野さん、宮川先生のことほんの少しだけ面識があっただけって言っていたけど、二人の間にはなにかあるでしょう？」

「あ、あの……その、実はお付き合いをすることになりました。……私、おかしな態度を取っていましたか？　だったら申し訳ありません」

「そうじゃないわ。今野さんが珍しく男性……宮川先生に微笑みかけていたから。こちらこそ、プライベートに踏み込んでしまってごめんなさいね」

　そんなにわかりやすかっただろうか？　一瞬不安になったが、よく考えれば違うとわかる。

「社長には、以前から私のことを気にかけていただき、感謝しております」

　入江社長だから気づいたのだ。

　紗英が長い間抱え続けていた赤面症に理解を示し、救済してくれたのは彼女だった。

　この会社の最終面接のとき、症状が強く出てしまった。緊張のあまり顔は赤くなるし、手は震えるし、逃げ出してしまいたいくらいの気持ちになった。

　まともに受け答えができなくなってしまったのだ。

　面接が終わったときは落ち込んだ。二次面接までは順調で手応えもあったし、最後は面接官がたくさんいるというだけで、難しい質問をされたわけでもない。それなのに台無しになってしまったから。

　肩を落として帰ろうとした紗英のことを、個別に呼び止めてくれたのが、先代から会社を引き継ぐ前の入江社長だった。

　そうして、「私も昔、同じような症状で悩んでいた時期があったの」と、紗英に励ましとアドバイスをくれたのだ。

　それまで紗英は、ただ自分の至らなさと弱さがいけないのだと思っていた。

　入江社長はそうではないと教えてくれ、自身が通っていた心療内科を紹介してくれた。

　それから徐々に感情のコントロールを覚え、今はほぼ克服できたと思っている。それに、入社二年目に入った頃に、紗英を秘書に抜擢してくれたのも彼女だ。

　仕事で一番関わる上司が女性になったことは、救いだった。

「心を開ける人ができたなら喜ばしいことよ。そう、宮川先生……うん、あの先生なら安心ね。本当によかったわ」

　この人は、紗英にとってもう一人のお母さんのような存在だった。感謝を込めて抱きつきたい気分になったがさすがにはばかられ自重する。しかし言わずとも伝わっていたのか、社長のほうから紗英を抱きしめてくれた。
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　久しぶりに、宮川がこないかもしれない夜だった。

　来るなといったのは紗英のほう。でも、帰宅後なにをしていいのかわからなくなった。

　一人が寂しいなんて……今までずっと一人だったのに、たった数日でどうしてこうも変わってしまったのだろう。

　宮川が紗英のために時間を消費してしまっていることを思えば、自分一人が遊ぶ気にもなれない。

　紗英は自宅近くのスーパーに寄って帰ると決めた。

　時間があるなら、宮川が家に来たときに多少のもてなしができるよう、保存用の料理でも作っておこうと考えたのだ。

　背後から声がかかったのは、電車を降りたあと駅の改札を通過して、しばらくしたタイミングだった。

「紗英さん、こんばんは」

　振り返る前に誰だかわかった。数日前に宮川から注意するよう言われていたからだ。

「山田さん……こんばんは」

　ゆっくり振り返ると、やはり思っていた人物がそこにいた。にこやかに、なんの害もなさそうに、そして嬉しそうにしている隣人の山田だ。

「紗英さんも今帰り？　偶然ですね」

「偶然、です……ね」

　今までだったら偶然を疑うことはなかった。でも今の紗英には、本当にそうなのだろうかという疑問が生じている。

　それでも具体的にどう対応していいのかわからず、とりあえず気にしていないそぶりで歩き出す。いつもより速いペースになっていたかもしれない。

　山田もそのペースに合わせて紗英の横に並んできた。普段ならこのまま家まで直行するのだが、今日はもう違う予定を組んでいた。

「あ、私スーパーに寄るので、こちらで」

　駅近くの小さなスーパーの前に到着したところで、紗英は自然にそう告げることができた。もし山田に「自分も」と言われたらどうしようかと思ったが、彼は「気をつけて」とそのまま素直に手を振って先に行ってくれたので、ほっと胸をなで下ろす。

（それほど害がある人ではないんだよね……山田さん）

　偶然なのか、それとも宮川の言うとおり紗英のことを待っているからなのか。まだはっきりしたことはわからない。でも、大きな問題にもなりそうにない。

　ただ、近所に知り合いがいないから親しくしたいだけなのかもしれないし……自分が今までどおり適切な距離を保ってさえいれば、それで大丈夫だと思えた。

　だから紗英は、寝る前に宮川と十五分ほど通話をしたときも、山田のことを報告することはなかった。




　しかし翌日の帰り、紗英は偶然見つけてしまう。駅の柱の目立たぬ位置に佇んでいた山田の姿を。

（やっぱり、先輩が言っていたとおりなの？）

　気づかなかったことにして、そのまま横を通り過ぎると、いつもと同じように、背後から声がかかった。

「紗英さん、こんばんは。最近よく一緒になりますね。今日も直帰だったんですか？」

　にこにこと嬉しそうな顔で、山田は横に並んでくる。

「ええ、そうですね。……もとから残業は少なめなので」

　そこまでは紗英もいつもどおり対応できたが、この日の山田はさらに一歩踏み込んできた。

「そういえばこの前一緒にいた男性とは、その後大丈夫でした？　ちょっと心配していたんですよ」

「その後？」

「ええ、しつこくされて困っていないならいいと思って。だって、紗英さんああいうの苦手でしょう？　家まで押しかけてくるなんて」

　山田の言う「この前一緒にいた男性」とは、当然宮川のことだ。

　なぜ、山田に心配されなければならないのか。なぜ紗英のことを知っているように語るのか。彼の思考回路はまるで謎だった。

　ただ、へらへらと笑いながら尋ねてくるその姿を不気味に感じた。

「……あの、山田さん。こんなことを言ったら失礼かもしれませんが、今日みたいに駅でよく会うのは本当に偶然ですか？」

　もっとましな聞き方ができなかったものか。でもストレートに尋ねる以外、確認する方法が思い浮かばなかった。

　山田は一瞬、目を大きく開いた。紗英の言葉は、間違いなく相手の気分を害するものだった。

「……偶然、ですよ。いやだな、もしかして付きまといかなにかと勘違いしました？　それはいくら紗英さんでも、自意識過剰ですよ。……はは」

　山田は怒りを隠すようにして笑っていたが、彼の言葉は紗英の心に突き刺さった。

（自意識……過剰、なのかな？）

　思わずかっと顔を赤くする。自意識過剰と言われると自分の中にコントロールできない不安が生まれてしまう。

　汗がじわっと滲み出てくる、嫌な感覚。克服したつもりでいたのに、しばらくぶりに味わう気分の悪さだ。

「ご、ごめんなさい……今のは、なかったことにしてください」

　とにかくこの場を終わらせ逃げ出したくて、紗英は衝動的に謝っていた。謝りながら、足を止めずにマンションまで向かう。

　山田から離れ、自分の部屋で一人になりたい。それなのに、山田はまだ紗英を追ってきて隣に並んできた。

「いえいえ。わかってくれたなら、いいです。……紗英さん、僕の前でそんなに照れなくとも。意識しているのは紗英さんのほうですよね？　新人研修の頃からずっとそうだった」

「違うんです……私のこれは、そういうのではなくて……」

　紗英はハンカチを取り出して、汗を拭きながら感情を鎮めようとした。

　こういう場合、焦ってはいけない。わかっているのに……訓練してきたはずなのに、どうしても上手くできなかった。

「そろそろ正直になってもいいんじゃないかな？　紗英さん、無自覚なのかもしれないけれど、ずっと前から知ってました。はじめて会ったとき、頬を染めて俺のこと見つめてきて……あのときの紗英さんかわいかったなぁ」

　顔が赤くなってしまうのは、好意の表れ。そう勘違いされてしまう危険があることは以前から知っていた。知っていたけれど、距離を置く以外の対策のしようがないことでもあった。

　それでも以前までの紗英なら、誤解をここまで嫌悪することもなかった。時間が解決してくれるとわかっていたからだ。

　でも、宮川を好きになった紗英は違う。一分一秒だって誤解をこのままにしておけない。

「本当に違うんです！　この前の人が私の恋人です。あの人が、私の好きな人です。あなたは違う」

　紗英は立ち止まり、きっぱりと山田に告げた。彼が押し黙ったので、紗英はそのままマンションに向かって歩き出す。

　山田はその後、もう紗英には話しかけてこなかった。でも二人の目的地は同じで、気まずい時間が続く。

　自宅マンションに到着し建物の中に入っていき、エレベーターの前までたどり着いても、山田はすぐそこにいた。

「……山田さん、お先にどうぞ」

　紗英は山田と一緒にエレベーターに乗るのを拒否してしまった。

　山田は特になにも言わず、開いた扉の先へと一歩踏み出す。ほっとしかけた紗英だが、次に彼は思わぬ行動をとった。

「──今まで思わせぶりなことをしてきて、酷いじゃないか！」

　締まりかけの扉をもう一度押し開けて、紗英の手を掴んできた。油断していた紗英は、強い力でエレベーターに押し込められてしまう。

「あなたが奥手なのは知っていたから、あなたのペースに合わせて過ごしやすいようにずっと隣にいてあげたのに！」

　このまま扉が閉まって、狭い空間で山田と二人きりになってしまったらなにが起きるのだろう。

　紗英は恐怖で足をすくませ、尻餅を付いた。

　必然とエレベーターが大きく揺れたが、直後にセキュリティーが稼働し自動音声の警告音が響く。異常を検知したらしい。

　この事態に焦りを見せたのは、山田だ。

「くそっ、もういいよ！」

　山田はそのまま紗英から離れ、逃げるようにマンションの外に向かおうとする。

　しかし外へ出る前に「うわっ」とおかしな悲鳴を上げた。

　なにがあったのだろうと、紗英が声のしたほうに視線を移すと、マンションの出入り口の外側に宮川が立っていた。

　宮川はガラス越しに山田と対峙し、視線だけで圧をかけてオートロックを解除させる。

　中に入るとすかさず「逃げるなよ」と山田に声をかけてから、紗英のもとにかけよってきてくれた。

「紗英ちゃん」

「先輩……」

　もう大丈夫だ。紗英がよろよろと立ち上がると、宮川は紗英を守るように間に立ってくれる。

　紗英がエレベーターから外に出てしばらく、警告音は鳴り止んで、正常作動に戻ったのか扉が閉まる。

　静寂が訪れたエントランスに、宮川の冷たい声が響いた。

「山田さんとおっしゃいましたね？　これは、どういうことですか？」

「いや、その……」

「あなたが、彼女の腕を掴んでエレベーターに引きずり込もうとしている姿、しっかり見ました。それに、セキュリティーが作動していたようなので防犯カメラの画像も録画されているでしょう」

「えっとあの、これは僕と紗英さんの問題で、ちょっとした誤解があって」

「申し遅れましたが……私は彼女の恋人で宮川と申します。弁護士をしております」

「……えっ、弁護士？」

　山田は息を詰まらせた。宮川の職業を知り、かなりうろたえた様子だ。分が悪いと判断したのだろうか。

　これがこの男の本性だ。山田の中では紗英のような女性は弱い生き物で、言うことを聞かせられると思っている。

　でも、警備のアラームが鳴ったら彼は驚き、宮川が弁護士だと知ってすっかり萎縮した。

　自分の物差しで、優劣や有利不利を判断して態度を変える。そういう人間性が、とても嫌だ。

　さっき掴まれた手首は痛いし、山田の顔を見ただけで気分が悪くなる。

　また汗がにじみ出して、顔が赤くなっているだろうこともわかった。山田の考えでは、これも自分への好意の表れだと受け止められてしまうのだろうか。

　その顔を今は誰にも見られたくなくて、紗英は自分で意識して宮川の背中に隠れた。息苦しさから、つい彼の上着を掴んでしまう。

「紗英ちゃん、具合が悪いの？」

　異変に気づいた宮川に問われ、紗英は頷いた。

「今は私の顔……見ないでください」

「彼女の体調が悪そうなので、今日はこれで。今から部屋に戻って荷物を取ったら、すぐにここから出るつもりです。せめて顔を合わせないよう、配慮してください。……ああそうだ、警備会社にはしっかり連絡を入れておきますし、納得したから終わらせるわけではないので、それを忘れないでください」

　ピンと背を張った宮川は、頼もしい。

（どうしよう……私、先輩に依存してる……）

　宮川さえいてくれたなら、紗英はきっと大丈夫だ。そのことを強く自覚すると、なんだか怖くなる。

　好きすぎて、もし今度彼を失ったら自分はどうなってしまうのだろう。
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　紗英は最低限の荷物をまとめて、宮川とマンションを出た。

　山田が隣人でいる限り、自分の部屋で一人生活するなんて考えられない。それを口にせずとも、宮川は「俺の部屋に来てくれるよね？」と言ってくれたから、彼に甘えることに迷いはなかった。

　紗英は早く宮川に抱きしめてほしくて、彼のマンションに着いてから二人のことしか考えられなくなってしまう。

　きっと宮川も同じ気持ちで、玄関の扉を閉めたらすぐに抱きしめてキスをしてくれると思っていた。

　でもそうはならなかった。

　期待する紗英の気持ちと裏腹に、彼は悩ましげな表情を浮かべはじめる。

　紗英が荷物を置いたあと、まずはリビングで今日の出来事について話し合った。

　山田に対しては、今後代わりに対応してくれると宮川は言った。頼ってばかりで申し訳ないと思いつつ、さっきの山田の態度から考えると、宮川に任せることが効果的だとわかったので、紗英はそれを受け入れることにした。

「紗英ちゃん、疲れただろう？　夕飯を食べて早く休もう」

「わかりました」

　夕飯はデリバリーを頼んで、届くまでの間に風呂にも入って、そうしてなにもすることがなくなったら、宮川は紗英を寝室へ誘導してきた。

　思い悩んだような彼の表情を見れば、これから甘い時間ははじまらないことがわかっていた。

　現に彼は、紗英を残して寝室から出ていってしまいそうになる。

「先輩……あの」

　今日はまだ、キスすらしていない。寝室の扉の前で、紗英は宮川の服の袖を引っ張った。

「俺は今日、リビングで休むよ」

「どうして？」

「紗英ちゃんが、休まらないと思うから」

「……どうしてそう考えるんですか？」

　紗英は懇願するように、宮川を見つめた。

「俺が過去に君を傷つけたせいで、そのあと君がどんな問題を抱えていたか、とっくに知ってたんだ。男性不信だと聞いていたけど……さっき具合が悪くなったのは、そのせいなんだろう？　顔を見ないでって言ったのも、今みたいに君が不安そうに『どうして』って何度も尋ねる癖も、そうだ」

「先輩のせいでは……ないです」

　紗英は必死に首を横に振った。

　きっかけは宮川との間に起こったことだったが、これは紗英の心の問題だ。

　誰でも経験するようなたった一回の失恋を理由に、責任を押しつけるつもりはない。実際にこの十年、そういうふうには彼のことを恨んではこなかった。

　でも宮川は、自分のせいだと言う。そういえば誤解が解けたときも、彼は償いを口にしていた。

　そこで紗英は、ふとある可能性について考える。

「先輩が私にこんなに親切なのは、やっぱり罪の意識が根底にあったからなんですね」

　誤解によって手ひどく振ってしまったというだけのことではなく、その後の紗英についても責任を感じてのことだったのだ。

　紗英が抱えていた問題を知っていたというのなら、きっと交際をはじめることになったあの日、直前に敦から聞いていたのだろう。

　宮川はあのときも酷く落ち込んでいたし、恋人となってからずっと紗英に献身的だった。

　優しくて、とにかく過保護で心配性な性格は、果たして元来の彼なのか？　少なくとも再会したときは、少し違っていた。

　宮川の紗英に対する気持ちは「恋」と「贖罪」、どちらの比率が大きいのか。

「──あっ」

　紗英の瞳から、ぽろっと涙が出てきてしまった。

　好意を疑った瞬間に、ものすごく不安でたまらなくなってしまったのだ。

　そして、自分から口にしたことにも追いつめられる。

　宮川は目を見開いて、驚いた顔をしていた。

　紗英が泣き出したからなのか、それとも彼自身も無自覚だったことを指摘してしまったからなのかわからない。

　どちらにしても、面倒なことをしているとわかっている。早く涙を止めないと、本当に嫌われてしまう。

　わかっているのに溢れ出した感情を制御できなくなって、紗英は思わず声を震わせて訴えた。

「お願いだから、不純物を混ぜないで……」

「不純物？」

「私への気持ちに、不純物を混ぜないで。後悔とか贖罪とか、そういうのはひとつもいらないから」

　それはとても贅沢な要求だ。

　相手の心を変えることなんて、できないことはわかっている。

　でも、負い目からくる関係は遠くない未来に破綻する。自分たちの関係は対等ではなかったのだと気づいてしまった。

　もし宮川が罪の意識を持っていたために、こんなに優しくしてくれたのなら喜べない。

　一度溢れ出した涙は、とめどなく流れてくる。

　紗英は涙を拭うこともせずに、宮川をじっと見つめた。彼の本心を見逃さないために。

　意外なことに、宮川はそれまでの思い詰めたような表情を払って笑顔を見せてくる。

「ごめん、もう泣かせないって約束したのに。俺のこと思って泣いてる君が愛おしくてしかたない」

　宮川の手が伸びてきて、頼りない紗英の身体を包み込む。

　ぎゅっと、痛いくらいに抱きしめられたが、それが自分への強い気持ちの表れのようで、紗英は胸を高鳴らせた。

「紗英ちゃん、俺は君の前ではどうしようもないただの『男』なんだ。大事にしたい気持ちと、独占して自分だけのものにしたい気持ちが混在している。今だって押さえ込むのに必死だ。もし、今日俺が君のマンションに行かなかったらって、考えただけで怒りが込み上げてきてどうにかなりそうだった。……このまま感情に流されると、また君を怖がらせてしまうかもしれない」

「怖くなんてない。先輩に抱きしめられるとドキドキするけれど、これはとても心地いい……先輩だけなんです」

　きっと、彼にも直接伝わっているはず。この胸の高鳴りは特別だ。ほかの誰を前にしても起きることがない。恋をしているときの気持ちを、紗英はもうとっくに取り戻している。

「でも私はたぶん、すぐに不安になってしまうの。いつか先輩が、私の隣からいなくなったらどうしようって……」

「不安になんてさせない。一日だって離れる気はない。……嫌がっても、手遅れだから。もう全部さらけだすけど、いい？」

　宮川が密着していた身体を少しだけ離して、問いかけてくる。

　紗英は、返事の代わりに踵を上げた。すぐに宮川が、唇を重ねてくる。柔らかくて甘い触れ合いだ。

　それから彼は、紗英をゆっくりと抱き上げた。

　ベッドに下ろされ顔を上げた紗英の目に飛び込んできたのは、サイドチェストから、しまってあったコンドームを取り出した宮川の姿だった。

　宮川はそのコンドームを枕元に無造作に置いて、情欲をはらんだ瞳で紗英を見つめてくる。

　そこで、紗英は確信を持った。

（私、やっと……先輩とひとつになれるんだ）

　待ち焦がれた瞬間がもうすぐやってくる。想像しただけで、下腹部が疼いた。

「服、邪魔だな」

　着ていた寝間着の上と下、それにブラ……宮川は紗英の服を丁寧に脱がせていく。

　なんだろう。この恥ずかしさとじれったさは。

「律くん……」

　早く触れ合いたくて、じらさないでと視線を送る。宮川は余裕があるのか、ふっと笑っていた。

　そうして彼は、紗英のショーツに手をかけて、一糸纏わぬ姿にしてしまった。

　彼の視線が、紗英の敏感な部分を嬲る。かっと身体が熱くなる。

　紗英は先を求めて宮川のほうへ手を伸ばしたが、それをやんわりと制されてしまう。

「待って、俺も脱ぐから……」

「私がやる」

　紗英は必死だ。

　経験値が乏しい自覚があるだけに、がっかりさせたくない。

　宮川は部屋着のシャツを着ていたので、紗英はそのボタンを外そうとした。上から手にかけてみるが、人の服を脱がすことは案外難しい。

「だめだよ、紗英ちゃん。君は今夜、ただ俺に愛されていればいい」

　ようやくひとつめのボタンが外れそうになったとき、宮川が紗英の手を止めた。

　そっと身体を押され、腕を頭の位置で押さえられたら、もう自由を奪われてしまう。

　そうして彼は器用に自分のシャツのボタンを片手で外しながら、紗英が逃げ出す隙を与えず押さえる手を入れ替えて、自身の服を脱ぎ捨てた。

　裸になった宮川と、肌が重なる。

　紗英から自由を奪っておいて、その手つきは結局優しい。頬に、額にそして顎に、ちゅっ、ちゅっと何度か軽いキスの雨を降らせたあと、宮川は紗英の唇に深く口づけをしてきた。

　宮川のキスは、簡単に紗英をとろけさせる。

「裸で抱き合いながら、キスするの好き。……律くんのほうが体温が高い気がする」

「きっと俺のほうが興奮しているからだ。紗英ちゃんも早く同じくらい熱くなって」

　紗英だって、もうこれ以上ないくらい高まっている。さらに欲情を煽られたら、おかしくなってしまう。

　そう伝えようとしたのに、宮川は時間を与えてはくれなかった。

「全身に、キスするから」

　彼はわざわざ宣言して、首筋に噛みついてきた。小さな痛みはピリリとした快感となり駆けめぐっていく。

「あっん……それ、キスじゃ……ない」

「これも、キスだよ」

　ちょっと凶暴な行為は、紗英の中のキスの基準を上書きしていく。

　噛みつきながら首のラインをたどった宮川は、鎖骨に下を這わせたあと、胸にむしゃぶりついていた。

　時折きつく吸い上げて、紗英の白い肌に赤い痕跡を残していく。

　彼の愛撫が背中に回った頃には、押さえられていた手はとっくに自由になっていたが、紗英はそのことに気づいていなかった。

「ふっ、あっ、律……くん、あっ」

「背中、気持ちいい？」

　背中を丸めて、快感をどうにか受け流す。身を捩らせるたびに胸がシーツに擦れて、ひっそりとよがる。

「こんなに気持ちいいなんて、知らなかった。……どうしよう、変になる」

　時間をかけて愛され、じらされたから、まだ触れられていない紗英の女の部分がせつない悲鳴を上げている。

　紗英はもの欲しそうに宮川を見つめた。

　さっき彼は自分のほうが興奮していると言ったが、そんなのは嘘だ。乱されているのは紗英のほう。

　涙目になった紗英を見て、宮川は身体を仰向けに戻してきた。

「ここ？」

　足を大きく広げられても羞恥はどこかに吹き飛んでいて、されるがままになる。

　そこに求めているものがあるかのようにうっとりとした表情で、宮川が紗英の股に顔を近づけていく。

　熱い吐息がかかり、紗英はほんのわずかの理性を取り戻す。

　このままだと、とてもみっともない姿をさらしてしまうかもしれない。

　抵抗の意味でぎゅっと足を閉じようとしたが、宮川は許してはくれなかった。

「これ、好きでしょ？」

　彼が紗英のそこを舐めたのは、最初の夜だけだ。あの衝撃は思い出しただけでもどうにかなりそうなくらい強いものだった。

「ああっ……だめ、それダメなの。すぐに……」

「すぐに達してしまうから？　いいよ、何度でもイクところを見せて」

　今夜の彼は強引だけど、本当に嫌がったら止めてくれるということも知っている。

　つまり、見抜かれているのだ。紗英が心の奥では、宮川が与えてくれる快楽を貪欲に求めていることを。

　蜜壺に、宮川の指が入ってくる。紗英の敏感な突起に彼の舌先が当たる。

「んん……ああっ！」

　二箇所を同時に攻められ、紗英は大きな嬌声を上げた。

　宮川が指を動かすたびに、いじられている部分からいやらしい水音が響いてくる。その音が、紗英の情欲を煽っていく。

「あっ、あん……本当に……私、んんっ」

　いくら紗英が身を捩っても、この快感からは逃れられない。

　宮川は紗英の絶頂が近いと感じ取り、よりいっそう激しく攻めてきた。尖らせた舌で包皮に隠された部分をつつかれていると、快感が走り抜け、呼応するように室壁が痙攣しはじめる。

　それでも宮川は、指で紗英の中を刺激し続けた。水音が増して溢れてしまう感覚に、紗英は混乱しながら腰を震わせた。

「だめ……ふぁっ、ああ、もう……ああっ」

　紗英が絶頂を迎えたその瞬間、宮川は蜜壺から自分の指を引き抜いた。それまでせき止められていた淫水が、一気に溢れ出してシーツを汚す。

　まるで粗相をしてしまったような事態に動揺するが、宮川はかまうことなく、まだそこに顔を埋めていた。

　ピチャピチャと、紗英から溢れたものを舐めているのだ。

　あまりに卑猥な光景に、紗英は酷く追いつめられた。

　甘い責苦が、このままではずっと終わらない気がしてしまう。

「律くん、もうだめ……挿れてほしい。私、律くんにめちゃくちゃにされたい」

　紗英は手探りで、宮川が枕元に置いたコンドームを探り当て、彼に差し出した。

　宮川は紗英の恥部からようやく顔を離し、コンドームを無言で受け取った。ピリッと包みを破いて、自分の昂りにかぶせていく。

「途中で、止められる気がしない。……でも、なるべく優しくする」

　屹立が、紗英の入り口に宛てがわれる。ぐっと熱杭が押し込まれる感覚は、すでに一度経験していた。でも、前回と違い痛みはほとんど感じない。

　熱くて、ものすごい圧迫感だ。

「ん……紗英ちゃん、少しだけ力抜いて？」

　乞われ、紗英は一応の努力はした。胸を上下に動かして大きく呼吸をしてみたが、あまり効果はなかったようだ。

「ごめん。こらえ性がなくて」

　宮川が、額を擦り合わせてくる。

　汗で濡れた髪が触れて、なんだかくすぐったい。そのかわいい仕草に惑わされ、紗英は油断した。ふっと笑った瞬間に、宮川が腰を一気に奥へと進めてきたのだ。

「ひゃっ、ん……あっ……すごい」

「奥、届いた」

「うん……律くんでいっぱいになってる。私、大丈夫？　壊れない？」

「大丈夫だから、俺の存在をもっと感じて」

　宮川は深く繋がったまま、動かなかった。ぴったりと身体を重ね合わせながら、キスをしてくれる。

「ふっ……あぁ、律くん」

　口の中を深く探られるたび、呼応するように紗英の奥が疼いた。自分の中に留まっている宮川の昂りを、ぎゅうぎゅうと締めつけてしまっているのがわかる。

「すごい、攻められているようで……」

　宮川のほうが、よほど苦しそうだ。

「痛いの？」

「違う。苦しいけど……よすぎて」

　ぽたぽたと、宮川の額から汗が落ちてくる。

　どうしたら、彼は楽になれるのか。ゆらゆらと揺れ出した彼の腰の動きから、紗英は察することができた。

「私、大丈夫だから……もっとしてほしい。我慢しないで……ちゃんと受け止められるから」

　激しい情交に備え、紗英は宮川の背中に手を回した。

　ゆっくりとはじまる律動。最初は気負いすぎていて、無意識に歯を食いしばっていた。

　しかし指でさんざん慣らされていたからか、痛みはほとんどなく、紗英はすぐに湧き出る激情と戦うことになる。

「んあっ、……律くん、あ、あっ、んん」

　楔を打ち込まれるたびに、身体が浮くような感覚がはしる。

　ギリギリまで抜かれたときは喪失感が襲い、子宮がせつなく疼き、舞い戻ってきた彼の昂りを実感すると歓喜で震えた。

「紗英……紗英ちゃん」

　名を呼びながら、宮川は紗英の髪をかきわけて、大きな手で包み込んでくれる。その手つきだけは優しいのに、腰の動きはどんどん激しくなっている。

　紗英の中は、少しの隙間もないほど宮川で一杯になっているからわかる。欲望は硬さを増して、今にも爆ぜてしまいそうだ。

　薄い膜越しでも伝わる熱さに紗英は歓喜し、気づけば腰を浮かせ、宮川を誘い込んでいた。

「ん……ああっ、私……もう、だめ、もうこれ激しすぎて」

　せり上がってくるなにかを感じ、紗英は追いつめられていたが、宮川が逃がさないと腰をさらに強く打ちつけてくる。

　ぱんぱんと、肌が打ち合う音が響く。

「あっ、あっ──」

　奥を穿たれ、紗英は一気に強い快楽の波に襲われた。同時に宮川も中に留まったまま、ぐっと昂りを震わせる。

　紗英の中で、欲望を吐き出していることが膜越しに伝わってきた。

　二人とも汗でぐちゃぐちゃで、それでも不思議と心地よい。

　こういう感覚が自然に湧くことで、自分にとっての宮川がいかに特別な存在なのか実感する。

（私に、恋を教えてくれてありがとう）

　泣きたくなるくらい幸せだ。でも感極まって泣いてしまったら、彼が過去と重ねて気に病むだろう。だから心の中でそっとお礼を言って、あとはただ彼の腕に包まれて甘えていた。
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「好きすぎて、予定どおりにいかない」

　一夜明けて、宮川はベッドの中でため息をもらしていた。

　とても素敵な時間だったのに、なぜか彼は落ち込んでいる。それでも紗英に向けられる瞳はどこまでも優しいから、こちらに不満をぶつけられているのではないことはわかった。

　どうしたの？　と問いかける視線を送ると、宮川はばつが悪そうに言った。

「来週末まで待つはずだった。特別な記念日にしようと思っていたのに、紗英ちゃんは俺にかっこつけさせてくれない」

　ため息を吐く姿さえかっこいい宮川が大真面目に言い出すものだから、紗英は思わず笑ってしまった。

「まだいくらでも、二人のはじめてはたくさんありますよ。来週も再来週も特別な日になるかもしれない」

　どんなささやかな出来事でも、特別な思い出として刻まれていくのだろう。そんな気持ちから自然に出た言葉だった。

　宮川は一度大きく目を見開いたあと、「そうだな」と微笑んでくれた。

　まさかこの瞬間から、宮川の中で翌週末の新しい計画が動きはじめていたなんて、紗英は思いもしなかった。




　翌週末、二人がデートの場所として選んだのは都内近郊にある人気テーマパークだ。

　宮川の提案で、二人は白いＴシャツとデニムパンツ、それにチェック柄のシャツを腰に巻いたお揃いのコーディネートで家を出る。

「律くんは、なにを着てもかっこよくて、素敵。それに……」

　仕事中のスーツ姿と異なる印象になるのはもちろんだが、普段着ている服よりかなりカジュアルな装いに、紗英はつい十年前の宮川の姿を重ねてしまう。

「少しだけ、昔に戻った気分になった？」

　心を見通していた宮川に問われ、紗英は頬を染めながら「うん」と頷いた。

　あの頃誤解が生まれることなく、そのまま恋人同士になっていたら。──後悔や未練は捨てたつもりだが、想像したことをできる範囲で実現するのは許されるはず。

　実際紗英は、友人とテーマパークを訪れたとき、デートを楽しむ若い恋人たちの姿に憧れを持った。そして自分には縁のないものだとも思っていた。

　それが今、現実のものとなったのだ。

　年齢など関係なく、付き合いはじめたばかりの恋人同士として入園すれば、はじめて来たときのように心が躍りだす。

「今日は紗英ちゃんのしたいことをして、たくさんわがままを言ってほしい。全部叶えるから」

　宮川が、軽く繋いでいた手をぎゅっと握ってくる。そこに彼の意志の強さを見て、紗英は落ち着かなくなる。

「……もし私が、キャラクターのカチューシャを二人で着けたいって言ったら、どうするの？」

「もちろん、いいよ」

　紗英は冗談のつもりだったのに、宮川は迷わず返答してくる。そうして、紗英の手を引いて、キャラクターグッズが並ぶワゴンに向かっていった。

「どれがいい？　君がプリンセスなら、俺は王子かな？　それともお揃いでプリンセスにしようか？」

　本気とも嘘とも判断ができない、真面目な顔で宮川は言う。紗英はかわいらしいカチューシャをつけた宮川の姿を想像して、思わず吹き出した。

　プリンセスは宮川には似合わない。もしここでクライアントや職場の人に会ってしまったら、それでも彼は平然としていられるのだろうか？

「やっぱりキャップがいい。ブラックベアのキャプにします」

　せっかくお揃いのコーディネートをしてきたのだから、そのファッションに合わせたものがいい。

　紗英は黒い熊の耳が付いたキャップを手に取って、宮川の頭にかぶせてみる。これくらいなら、非日常を楽しむためなら、きっと許される。

　紗英はこの日、十代に戻ったようにはしゃいだ。絶叫マシーンに乗って思いきり叫び、キャラクターに出会って感激し、気軽に食べたいものを買っては宮川と半分ずつ分けあった。

　そうして夜になり、二人は併設されているホテルの部屋に移動する。

　大きな窓から、テーマパークが一望できるスイートルームだ。

「十年前にしたかったことは、一旦終了。ここからは、今だからできることをしたい」

　部屋に入った瞬間に、宮川がそう宣言してきたものだから、紗英はドキッとさせられた。確かにスイートルームに宿泊なんて、十年前はできなかったことだ。でもわざわざ彼が宣言してきことに、深い意味はあるのだろうか？

　楽しく遊んで、このあとは互いの情熱を確かめあって終わる一日だと思っていたのに……。予定ではもうすぐ花火がはじまる時間だ。

　宮川はそれっきりなにも言わずに、部屋の明かりを消して、紗英を窓際で待機させた。間もなくしてテーマパークの電飾の多くが消え、ファンファーレが鳴り響く。

　音楽に合わせて花火が打ち上がりはじめると、紗英の意識は窓の外に向く。

　夜空に咲く色とりどりの花火を見ていると、やはりまだ「十年前にしたかったこと」の続きに思えた。

　あの夏……叶わなかったけれど、一日だけ宮川の息抜きに付き合う約束をしていたから……。

　今日のようにテーマパークに遊びに来ていたか、お祭りや花火大会に足を運んでいたかもしれない。

　紗英が今を楽しみつつ、過去に思いを馳せていると、突然視界に花火の色を映しながら光る、なにかが入り込んでくる。

　紗英の間近でゆらゆらと揺れているのは、石のペンダントがついた、ネックレスだ。

「律くん？」

　前触れなく現れたジュエリーに、紗英は目を見開いて背後に立っていた宮川のほうに視線を動かした。

「プレゼント。今日の記念に」

　繊細な白金色のチェーン。ペンダントの中央には大きな透明の石がはめ込まれている。ダイヤモンドだろうか？　囲むように涙型の小さな石がいくつも取り付けられていて、今見ている花火のような、もしくは星の輝きのようなデザインだ。

　ネックレスはそのまま、宮川の手によって紗英の首に着けられていった。彼の手が留め具から完全に離れると、はっきりとした重みを感じる。

「律くん……」

　お礼を言わなければならないのに、驚きのあまりすぐにほかの言葉が出てこなかった。

　両親を除いて、人から高価なプレゼントをもらったことがなく、戸惑いが大きい。

　素直に「ありがとう」と受け取っていいものか。そもそも予想して、自分もプレゼントを用意しておけばよかったのかなどと、思考がぐるぐると回ってしまう。

　宮川はそんな紗英に優しい笑みを見せながら、両肩に触れ、立ち位置を向かい合わせにしてくる。そうして、いつでもキスができる距離で紗英に囁いた。

「俺と結婚してほしい。紗英ちゃんの隣にずっといられる権利を、俺に与えてくれないか？」

　紗英は完全に油断していたのだ。これから二人は空白の十年を埋めるように恋人として毎日を楽しんで、そこから自然と次のステップを踏んでいくのだと思い込んでいた。

「まだ、再会してから日が浅いのはわかっている。でもこの気持ちは絶対に揺るがない。だから早いということはない」

　紗英が返事をする前に、宮川が顔を寄せくる。吐息がかかり、二人の唇は重なった。

　変わらず窓の外では、花火が打ち上がっている。でも紗英は、目の前にいる宮川のことしか考えられなくなった。

　彼が手を伸ばしたのか、カーテンが閉る音が聞こえて、隙間から入り込んでくるわずかな光だけが、二人を照らす。

「紗英ちゃん……」

　宮川は紗英の唇を激しく奪いながら、時折甘く名前を囁いてくる。

「んっ……返事……したいのに」

　自分も同じ気持ちだと、プロポーズに返事をしたい。この胸の高鳴りに正直でありたい。

　彼だって紗英からの「はい」という答えを待っているはずなのに、キスで隙を与えてくれない。

「ただ頷いて。それしか受け入れられない」

　紗英は宮川の言葉に従い、キスの合間に頷いた。そして自分の気持ちをもっと直接伝えるべく、情熱を込めてキスでも彼に応えた。
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　──それから数ヵ月後。

　一度は宮川のマンションで同棲をはじめた二人だったが、結婚に向けて新しい家に引っ越すことになった。

　宮川の書斎スペースはしっかり確保する必要があり、それまでの１ＬＤＫの間取りでは不便があったからだ。

　転居に向けて荷物の整理をはじめていたが、紗英の荷物はまだ少なく、すぐに荷造りが済んでしまった。

　一方の宮川は、何年も居住していたので、かなり荷物が多かった。

「律くん、なにか手伝えることはない？　服とか本くらいなら、私も手伝えるよ？」

　服は洗濯のあとすでに勝手にしまうこともあるし、本棚はいつもオープンだ。

　ほかの私物は見られたくないものもあるだろうからと、無難なものの荷造りを任せてもらえないかと、宮川に声をかける。

　そのとき宮川は、デスク周りを片づけていたのだが、手を動かさずなにかをじっと見つめていた。

　紗英の声に驚いた様子で、びくっと肩を震わせ、同時に彼の手からなにかが落ちていく。

「……どうしたの？」

　紗英はつい、床に落ちたものを目で追ってしまった。それは、小さな長方形の物体だ。

「あ、……いや」

　宮川は慌てて拾い上げ隠そうとしていたが、先に紗英が気づいてしまったのが伝わったのだろう。

　観念した様子で、ぱっと手を開いて見せてくれた。

「律くん……これ、まだ持っていてくれたんだ」

「ずっと、捨てられなかった。受験のときも持っていったんだ」

「どうして？」

「悔しさをバネにしてやる、みたいな気持ちだったのかな？　今となってはよくわからない。でもとにかく俺は君のことを忘れられなかったし、忘れたくなかった。たったひとつ、君からもらったものだったから……手放せなかった」

「私のことを、忘れないでいてくれてありがとう。……そうだ、今度この神社にお参りに行きたいな。御利益がありましたって、お礼を言いにいかないと」

「十年前、無事に合格しましたっていまさら報告するの？」

「違うの。初恋が叶いましたって報告するの」

　紗英はこのお守りを買いに行ったとき、宮川の大学合格を祈るつもりで、自分の恋の成就を祈ってしまった。あの頃の純粋な気持ちは、今でも紗英の中にあり続けている。
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　このたびは「エリート年上弁護士の10年越しのプロポーズ」をお手にとってくださってありがとうございます。

　作者の戸と瀬せつぐみです。

　濃蜜ラブルージュ様では三作目の作品になりますが、今回は「再会」をテーマに書かせていただきました。

　過去の誤解とすれ違いを知って、後悔するヒーローが書きたい！　と思い、この作品に取りかかった次第です。

　そして今回、過去エピソードは「青春」です。私の投稿小説を読んでくださっているかたは、ご存じかもしれません。高校生のジレジレとした青春のお話が大好きです。その要素をラブルージュ様の作品に、ついついブチ込んでしまいました。

　書いていてとても楽しかったです。皆様にも楽しんでいただけたら。これ以上嬉しいことはありません。

　表紙イラストを担当してくださったのは、カトーナオ先生です。

　憧れのイラストレーター様に担当していただき、感激しております。

　構想段階で、ヒーロー像を組み立てていくときに、まさにカトーナオ先生が描かれるようなヒーローのイメージで進めていったので、担当していただけると知って大はしゃぎしました。

　カトーナオ先生、編集部様、出版に携わってくださった皆様、そして読者の皆様に感謝を申し上げます。

　ありがとうございました！






戸瀬つぐみ
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●著作権に関して
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●お断り
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